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横浜市十王堂免遺跡の縄文時代礫斧

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
は
一
九
六
七
年
に

開
館
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
今
日
の
よ
う
な
行
政
に
よ
る
埋
蔵
文
化
財
保
護
体
制
は
未

整
備
で
あ
り
、
県
内
で
は
行
政
機
関
が
保
管
す
る
考
古
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
一
九
六
三
年
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
準
備
室
で
は
、
県
内
で
活
動
し
て

い
た
在
野
の
考
古
学
研
究
者
や
収
集
家
ら
か
ら
積
極
的
に
資
料
を
購
入
し
、
寄
贈
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
っ
た
。
開
館
前
後
に
受
け
入
れ
た

こ
れ
ら
の
資
料
群
が
、
今
日
に
お
い
て
も
当
館
が
所
蔵
す
る
考
古
資
料
の
多
く
を
占

め
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
八
）。
現
在
、
当
館
で
は
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お

り
、
順
次
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
石
器
群
の
う
ち
礫
斧
の
報
告
を
行
う
。

本
資
料
群
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
在
野
考
古
学
研
究
者
で
あ
る
林
國
治
に
よ
っ

て
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
六
六
年
に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。�

（
千
葉
）

一　

資
料
群
と
遺
跡
の
概
要

　

十
じ
ゅ
う
お
う
ど
う
め
ん

王
堂
免
遺
跡
は
、現
在
の
横
浜
市
磯
子
区
汐
見
台
に
存
在
し
た
遺
跡
で
あ
る
（
第

1
図
）。
横
浜
市
南
部
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
考
古
学
的
踏
査
、
採
集
を
重
ね
て

い
た
林
國
治
は
、
一
九
五
四
年
四
月
に
初
め
て
十
王
堂
免
遺
跡
を
訪
れ
、
そ
れ
以
降

度
々
踏
査
、
採
集
に
赴
い
て
い
る
（
林
一
九
七
七
・
一
九
七
九
）。
特
に
、
当
時
の
考

古
学
界
に
お
い
て
「
最
古
の
縄
文
土
器
」
と
し
て
の
撚
糸
文
土
器
の
探
求
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
中
で
、
十
王
堂
免
遺
跡
か
ら
も
当
該
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
土
器

群
が
多
く
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
芹
沢
長
介
は
一
九
五
八
年
に
林
の
採

集
資
料
を
実
見
、
本
遺
跡
の
重
要
性
を
認
識
し
、
同
年
、
林
の
仲
介
に
よ
っ
て
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
る（

１
）（

芹
沢
一
九
六
二
）。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

縄
文
時
代　

石
器　

礫
斧　

十
王
堂
免
遺
跡　

赤
穂
原
遺
跡　

林
國
治

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
縄
文

時
代
礫
斧
を
報
告
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
、
在
野
考
古
学
研

究
者
の
林
國
治
が
採
集
し
た
資
料
群
で
あ
る
。

　

十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
礫
斧
は
、
完
形
品
・
略
完
形
品
が
三
七
三
点
、
破
損

品
が
三
七
点
、
合
計
四
一
〇
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
完
形
品
・
略

完
形
品
を
対
象
に
、
刃
部
の
作
出
部
位
、
作
出
手
法
（
打
製
・
局
部
磨
製
）、
作

出
面
（
片
刃
・
両
刃
）
お
よ
び
礫
斧
の
サ
イ
ズ
と
い
っ
た
点
で
分
類
を
行
い
、

一
八
二
点
を
図
化
し
た
。

　

一
遺
跡
に
お
け
る
撚
糸
文
期
に
伴
う
礫
斧
と
し
て
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
資

料
の
中
で
最
大
点
数
と
な
る
石
器
群
で
あ
り
、
礫
斧
形
態
の
全
容
が
う
か
が
え

る
基
準
的
資
料
と
言
え
る
。

戸　

田　

哲　

也

（
玉
川
文
化
財
研
究
所
）

中　

山　
　
　

豊

（
玉
川
文
化
財
研
究
所
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
の
縄
文
時
代
礫
斧

　
　

─
林
國
治
氏
旧
蔵
資
料
─
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し
か
し
、
本
遺
跡
を
含
む
一
帯
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
開
発
に
伴
い
大
規
模

な
造
成
工
事
が
行
わ
れ
、
事
前
の
記
録
保
存

調
査
も
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
、
本
遺
跡
も
消

滅
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
林
に
よ
る

採
集
資
料
群
は
本
遺
跡
を
知
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

林
に
よ
る
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料
群
の

う
ち
、
土
器
に
つ
い
て
は
撚
糸
文
期
の
も
の

を
中
心
に
す
で
に
報
告
し
た
（
千
葉

二
〇
一
六
、
以
下
「
千
葉
前
稿
」
と
す
る
）。
報
告
し
た
土
器
片
数
は
、
撚
糸
文
期
前

半
の
土
器
片
八
六
点
、
大
浦
山
式
土
器
二
六
〇
点
、
東
山
式
土
器
二
二
点
、
無
文
土

器
二
八
六
点
、
早
期
後
半
の
土
器
片
一
〇
点
、
草
創
期
隆
線
文
期
の
可
能
性
が
あ
る

土
器
五
点
と
な
り
、
数
量
だ
け
で
も
本
遺
跡
が
当
該
期
の
遺
跡
と
し
て
大
規
模
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
群
に
伴
う
石
器
群
の
う
ち
礫
斧
を
報
告
す
る
。
こ
れ

ら
の
石
器
群
は
、
前
述
の
土
器
群
と
一
括
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
撚
糸

文
期
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
石
器
に
み
ら
れ
る
注
記
に
記
さ
れ
た
採
集
時

期
も
共
通
す
る
。

　

芹
沢
長
介
に
よ
る
大
丸
遺
跡
出
土
例
の
報
告
以
来
、
礫
斧
は
当
該
期
石
器
に
特
徴

的
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
（
芹
沢
一
九
五
六
、
岡
本
一
九
六
五
、
宮
崎

一
九
八
一
な
ど
）。
原
田
昌
幸
は
「
そ
の
形
状
、
構
造
は
、
ま
さ
に
弥
生
時
代
の
木
工

具
、
扁
平
片
刃
石
斧
に
酷
似
す
る
」
と
し
、
礫
斧
の
隆
盛
時
期
が
竪
穴
住
居
の
普
及
・

分
布
拡
大
に
時
空
間
的
に
一
歩
先
行
し
た
形
で
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、
特
に

竪
穴
住
居
の
構
築
と
の
関
係
の
中
に
礫
斧
を
位
置
づ
け
て
い
る
（
原
田
一
九
八
八
）。

第 1 図　十王堂免遺跡の位置

　

礫
斧
は
加
工
が
少
な
く
、
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
た
め
分
類
が
し
が
た
く
、
分
析

事
例
も
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
最
近
、
筆
者
ら
の
う
ち
戸
田
・
中
山
は
藤
沢
市
江
ノ

島
植
物
園
内
遺
跡
の
出
土
事
例
七
三
点
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
（
戸
田
・
中

山
二
〇
一
九
）。
加
工
範
囲
お
よ
び
刃
部
の
剥
離
・
作
出
手
法
（
打
製
、
磨
製
）
に
よ

り
分
類
、
数
量
を
比
較
す
る
こ
と
で
「
磨
製
と
打
製
に
形
態
差
が
全
く
無
い
」
こ
と

を
指
摘
し
、そ
れ
に
よ
り
両
者
に
「
機
能
差
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
、ま

た
出
土
量
の
多
さ
、
刃
部
破
損
の
少
な
さ
、
出
土
す
る
遺
跡
の
立
地
（
内
陸
部
の
台

地
、
低
位
丘
陵
地
帯
に
広
く
分
布
）
等
か
ら
、
植
物
性
食
料
の
採
集
に
関
わ
る
土
堀

り
具
と
し
て
の
用
途
を
想
定
し
た
。
根
茎
類
の
採
集
・
掘
削
等
に
用
い
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
棒
状
木
製
品
「
掘
り
棒
・
尖
棒
」
と
の
先
端
部
幅
の
類
似
も
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
期
遺
跡
が
多
く
分
布

す
る
東
京
湾
西
岸
の
中
で
も
有
数
の
規
模
と
考
え
ら
れ
る
十
王
堂
免
遺
跡
で
の
礫
斧

の
基
礎
的
な
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
当
該
期
の
基
準
的
資
料
の
一
つ
と
し
て
整

備
し
た
い
。

　

な
お
、
林
に
よ
る
採
集
の
経
緯
、
経
過
、
遺
跡
の
位
置
等
に
つ
い
て
は
千
葉
前
稿

に
整
理
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
ま
た
、
林
の
採
集
資
料
に
は
撚
糸
文
期
に

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
多
量
の
ス
タ
ン
プ
形
石
器
の
ほ
か
、
中
期
中
葉
、
後
葉
の
土

器
片
も
整
理
箱
一
箱
分
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
未
報
告
で
あ
る
。

　

本
石
器
群
の
観
察
と
分
類
は
戸
田
を
中
心
に
三
者
で
行
い
、
実
測
図
化
、
写
真
撮

影
は
玉
川
文
化
財
研
究
所
の
協
力
を
得
た
。
執
筆
は
戸
田
・
千
葉
が
行
い
各
項
末
に

記
し
た
。
石
器
計
測
、
観
察
表
、
表
1
～
5
は
中
山
が
分
担
し
た
。�

（
千
葉
）
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二　

礫
斧
の
分
類
基
準

　

十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
礫
斧
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
近
年
の
先
行
研
究
と
な
る

藤
沢
市
江
ノ
島
植
物
園
内
遺
跡
出
土
の
礫
斧
に
つ
い
て
行
っ
た
分
類
に
準
拠
し
た
い

と
思
う
（
戸
田
・
中
山 

前
掲
）。

　

そ
の
江
ノ
島
植
物
園
内
出
土
礫
斧
の
分
類
で
は
、
礫
斧
の
素
材
と
な
る
縦
長
の
扁

平
な
中
～
小
自
然
礫
の
形
状
を
そ
の
ま
ま
用
い
、先
端
部
へ
の
剝
離
（
刃
部
加
工
）
を

施
す
1
類
と
、
素
材
礫
の
先
端
刃
部
加
工
の
み
な
ら
ず
、
周
縁
部
あ
る
い
は
裏
面
に

ま
で
も
剝
離
を
施
す
2
類
の
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
た
。
な
お
先
端
刃
部
は
片
面
加

工
の
片
刃
と
な
る
も
の
が
圧
倒
的
な
主
体
を
占
め
て
い
る
が
、
刃
部
両
面
加
工
（
両

刃
）
と
な
る
も
の
が
少
な
い
な
が
ら
一
定
量
を
占
め
て
い
た
。

　

そ
し
て
刃
部
の
観
察
か
ら
は
、
1
、
2
類
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
打
製
手
法
の
み
で
刃

部
を
形
成
す
る
Ａ
種
と
、
刃
部
先
端
を
中
心
に
研
磨
す
る
、
局
部
磨
製
手
法
（
以
下
、

省
略
し
て
磨
製
も
用
い
る
）
の
Ｂ
種
の
二
者
に
細
分
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
分
類
基
準
の
も
と
に
十
王
堂
免
採
集
礫
斧
に
お
い
て
も
1
類
Ａ
種

（
自
然
礫
の
形
状
を
残
し
、
先
端
部
打
製
刃
部
と
な
る
も
の
）、
1
類
Ｂ
種
（
自
然
礫

の
形
状
を
残
し
先
端
磨
製
刃
部
と
な
る
も
の
）、
2
類
Ａ
種
（
周
縁
加
工
が
施
さ
れ
、

先
端
部
打
製
刃
部
と
な
る
も
の
）、
2
類
Ｂ
種
（
周
縁
加
工
が
施
さ
れ
、
先
端
部
磨
製

刃
部
と
な
る
も
の
）
の
大
き
く
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
さ
ら
に
量
は
少
な
い
が

両
刃
を
呈
す
る
も
の
お
よ
び
こ
の
後
に
述
べ
る
Ｌ
字
状
加
工
の
も
の
を
小
分
類
し
て

図
版
を
構
成
し
、
観
察
記
述
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
江
ノ
島
植
物
園
内
遺
跡
の
分
析
で
は
、
基
本
的
に
こ
の
四
つ
の
分
類
を
行

い
つ
つ
、派
生
的
に
各
類
に
認
め
ら
れ
る
①
素
材
礫
の
形
態
差
、②
礫
斧
の
大
小
（
長

径
）、
③
片
刃
と
両
刃
の
数
量
、
④
刃
部
形
態
に
み
る
円
刃
・
直
刃
・
ノ
ミ
状
等
の
存

在
、
と
い
う
各
点
に
つ
い
て
も
観
察
上
の
記
述
を
行
っ
た
が
、
安
定
的
数
量
に
達
し

な
い
も
の
、
あ
る
い
は
截
然
と
は
分
類
し
難
い
中
間
的
形
態
の
存
在
も
あ
り
、
明
確

な
分
類
項
目
を
設
定
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
た
。

　

し
か
し
今
般
の
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
礫
斧
は
、
完
形
品
三
七
三
点
と
い
う
江
ノ

島
植
物
園
内
遺
跡
の
六
九
点
を
五
倍
超
す
る
総
数
量
を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前

述
の
江
ノ
島
植
物
園
内
遺
跡
の
分
析
に
お
い
て
言
及
し
た
各
小
細
分
要
素
に
つ
い
て

も
、
あ
る
程
度
の
数
量
的
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
完
形
品
三
七
三
点
あ
る
い
は
実
測
図
化
し
た
一
八
二
点
に
つ
い
て
②
と
し

た
礫
斧
の
大
小
（
長
径
）
と
重
量
、
③
と
し
た
両
刃
の
観
察
と
分
類
、
④
と
し
た
刃

部
形
態
の
「
平
・
曲
刃
タ
イ
プ
」、「
尖
・
細
刃
タ
イ
プ
」
の
二
者
と
す
る
分
類
、
を

行
い
そ
れ
ぞ
れ
数
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

礫
斧
細
別
に
あ
た
っ
て
②
と
し
た
礫
斧
の
大
小
に
つ
い
て
の
基
準
と
し
て
は
最
大

長
（
長
径
）
を
も
っ
て
分
類
し
て
お
り
、
大
形
品
は
一
〇
㎝
以
上
を
測
る
も
の
、
中

形
品
は
八
～
九
㎝
台
、
小
形
品
は
七
㎝
台
お
よ
び
そ
れ
以
下
の
も
の
と
し
、
加
え
て

実
測
資
料
を
基
に
大
、
中
、
小
形
の
平
均
重
量
を
算
出
し
た
。
な
お
、
江
ノ
島
植
物

園
内
遺
跡
の
小
分
類
で
は
七
㎝
台
を
中
形
品
に
加
え
て
い
た
が
、
本
遺
跡
で
は
小
形

品
と
す
る
区
分
に
変
更
し
た
。

　

③
に
つ
い
て
は
十
王
堂
免
資
料
を
分
類
す
る
中
で
、
刃
部
を
両
刃
と
す
る
例
が
打

製
（
1
・
2
類
Ａ
種
）、
局
部
磨
製
（
1
・
2
類
Ｂ
種
）
の
4
つ
の
分
類
項
目
全
て
に

そ
れ
ぞ
れ
一
定
量
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
礫
斧
の
研
究
上
新
た
に
両
刃

の
分
類
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
両
刃
に
は
、
表
裏
同
程
度
の
刃
部
加
工
を
施
す
蛤
刃
状
の
も
の
と
、
表
面
へ

の
刃
部
剝
離
が
多
く
、
大
き
く
作
ら
れ
、
裏
面
の
刃
部
加
工
が
小
さ
く
少
な
い
、
片

刃
状
の
も
の
の
2
種
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
目
的
的
な
両
刃
製
作
と
考
え
ら
れ
、後

者
に
は
片
刃
状
の
両
刃
を
目
的
と
し
た
も
の
と
、
片
刃
使
用
の
後
に
裏
面
に
加
工
を

加
え
た
片
刃
→
両
刃
へ
の
刃
部
再
生
品
の
二
者
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
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る
が
、
明
確
に
は
区
分
し
て
い
な
い
。

　

④
と
し
た
刃
部
形
態
に
つ
い
て
は
、
尖
刃
・
平
刃
・
曲
刃
・
偏
刃
等
の
こ
ま
か
い

差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
形
品
を
除
き
礫
斧
の
大
部
分
に
お
い
て
先
端

刃
部
幅
が
五
㎝
以
内
に
収
ま
る
範
囲
で
の
刃
部
形
態
差
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

実
際
の
使
用
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
機
能
差
が
あ
り
え
た
の
か
は
疑
問
の
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ま
た
区
分
の
難
し
い
中
間
形
態
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
の
礫
斧
を
分
類

す
る
う
え
で
は
あ
ま
り
細
か
い
刃
部
先
端
の
形
態
分
類
は
行
わ
ず
、
大
き
く
次
の
二

種
に
分
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
刃
と
曲
刃
は
幅
広
の
刃
部
を
作
り
出
す
が
、
中
間
形
態
も
あ
り
、「
平
・
曲
刃
」

と
し
て
ま
と
め
、
ノ
ミ
状
と
も
呼
ば
れ
る
尖
刃
お
よ
び
細
身
の
礫
を
選
択
し
て
自
ず

と
細
い
刃
部
を
作
る
細
刃
は
、「
尖
・
細
刃
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

二
種
は
前
者
が
長
円
形
・
楕
円
形
の
礫
を
用
い
、
後
者
は
棒
状
・
細
身
の
礫
を
用
い

る
と
い
う
素
材
の
選
択
か
ら
見
て
、
あ
ら
か
じ
め
ど
ち
ら
か
か
の
刃
部
を
作
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
二
種
は
、
数
量

差
は
あ
る
が
大
形
～
小
形
の
各
サ
イ
ズ
に
存
在
す
る
こ
と
も
礫
斧
の
基
本
的
な
特
徴

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
遺
跡
の
礫
斧
の
観
察
分
類
か
ら
、
新
た
に
2
類
Ａ
・
Ｂ
種
に
お
い
て
先
端

の
刃
部
加
工
に
継
な
が
る
よ
う
な
片
側
縁
に
広
く
剝
離
を
施
し
、
Ｌ
字
状
を
呈
す
る

加
工
を
行
う
も
の
が
特
徴
的
に
見
い
出
さ
れ
た
。
実
測
図
の
分
類
に
お
い
て
区
分
を

し
、
数
量
的
に
も
捉
え
る
こ
と
と
し
た
が
、
Ｌ
字
状
の
加
工
は
あ
く
ま
で
も
2
類
の

周
縁
加
工
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
別
種
と

し
て
分
け
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
刃
部
の
基
部
側
と
な
る
逆
端
部
に
も
刃
部
加
工
が
加
え
ら
れ
る
両
端
加
工

例
が
少
量
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
礫
斧
と
規
定
す
る
も
の
は
前
述
の
よ
う
に
礫
長
軸

の
片
端
に
刃
部
を
形
成
す
る
も
の
が
圧
倒
的
な
主
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
着
柄
的
に

も
機
能
的
に
も
片
端
利
用
の
石
器
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
逆
端
部

へ
の
刃
部
加
工
は
、
二
次
利
用
と
し
て
の
新
た
な
加
工
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

再
利
用
と
表
現
し
て
お
き
た
い
。
な
お
個
体
数
を
前
提
と
す
る
今
回
の
数
量
分
類
に

こ
の
再
利
用
片
端
部
は
加
算
し
て
い
な
い
。

　

以
上
こ
こ
ま
で
の
解
説
の
も
と
に
分
類
別
の
点
数
を
表
1
、
表
2
と
し
て
ま
と
め
、

こ
の
あ
と
礫
斧
の
説
明
を
行
う
が
、
石
器
実
測
図
（
縮
尺
1
／
3
）
で
は
刃
部
加
工

を
施
す
表
面
実
測
図
と
、裏
面
に
加
工
の
あ
る
場
合
に
裏
面
実
測
図
を
掲
載
し
た
。
ま

た
石
器
実
測
図
に
同
大
の
写
真
を
合
成
し
た
。
石
器
写
真
は
表
面
と
刃
部
正
面
を
基

本
と
し
、
裏
面
の
写
真
は
図
版
構
成
上
割
愛
し
た
も
の
が
あ
る
。�

（
戸
田
）

二　

十
王
堂
免
遺
跡
採
集
の
礫
斧

　

本
遺
跡
よ
り
採
集
さ
れ
た
礫
斧
は
欠
損
品
も
含
め
総
数
四
一
〇
点
を
数
え
、
そ
の

内
訳
は
完
形
品
あ
る
い
は
準
完
形
品
計
三
七
三
点
、
欠
損
品
三
七
点
と
な
る
。
完
形

品
三
七
三
点
の
中
か
ら
、
前
述
し
た
各
類
別
を
代
表
す
る
一
八
二
点
（
完
形
品
の
約

半
数
）
を
図
化
し
、
第
2
図
～
第
15
図
と
し
て
掲
載
し
た
。
な
お
欠
損
品
は
分
類
が

不
可
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
集
計
に
は
加
え
ず
本
文
中
で
示
す
各
石
器
点
数
は
完
形

三
七
三
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。�

（
戸
田
）

三　

打
製
礫
斧

　

①
1
類
Ａ
種
片
刃
（
第
2
～
6
図
1
～
70
）

　

1
類
Ａ
種
片
刃
と
し
た
も
の
は
、素
材
と
な
る
自
然
礫
の
形
状
を
大
き
く
残
し
、基

本
的
に
片
端
の
先
端
部
の
み
に
打
製
に
よ
る
片
刃
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
総
点

数
は
一
七
五
点
を
数
え
、
本
遺
跡
礫
斧
の
主
体
と
な
る
も
の
で
あ
り
約
47
％
を
占
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
さ
（
長
径
）
に
大
小
が
あ
り
、そ
の
内
訳
は
大
形
五
四

点
、
中
形
六
八
点
、
小
形
五
三
点
と
な
る
。
大
形
・
中
形
・
小
形
の
出
土
数
か
ら
は
、
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表 1（1・2 類打製）

表 2（1・2 類局部磨製）
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中
形
が
や
や
多
い
と
い
え
る
が
、
大
形
・
小
形
の
出
土
数
も
拮
抗
す
る
数
量
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
礫
斧
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
と
な
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
七
〇
点
を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
大
形
（
1
～
29
）、

中
形
（
30
～
51
）、
小
形
（
52
～
70
）
で
あ
る
。

　

1

－

Ａ
大
形
（
1
～
28
）

　

1
～
28
は
長
径
が
一
〇
㎝
以
上
の
大
形
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
点
数
は

五
四
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち
二
八
点
を
図
化
し
た
。
そ
の
内
訳
は
一
三
㎝
を
超
す
も

の
一
点
（
1
）、
一
一
～
一
二
㎝
台
の
も
の
一
〇
点
（
2
～
11
）、
一
〇
㎝
台
の
も
の

一
七
点
（
12
～
28
）
と
な
る
。
大
形
二
八
点
の
平
均
重
量
は
二
六
一
ｇ
を
量
る
。

　

1
は
長
径
一
三
㎝
を
測
り
1
類
Ａ
種
で
は
最
も
大
き
く
、
重
量
は
四
六
六
・
五
ｇ
を

量
る
。
平
面
形
態
は
長
円
状
を
呈
し
、
刃
部
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
な
お
こ
の
よ
う

な
一
三
㎝
を
超
え
る
も
の
が
礫
斧
全
体
で
数
点
認
め
ら
れ
、
大
形
の
中
で
も
超
大
形

と
し
て
お
き
た
い
。

　

2
～
11
は
長
径
が
一
一
～
一
二
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
長
さ
一
二
㎝
台
の
2
・
3

は
厚
み
が
あ
り
重
量
の
あ
る
長
円
形
の
自
然
礫
を
用
い
て
い
る
。
2
の
刃
部
は
平
・
曲

刃
を
呈
し
、
上
端
に
見
る
剝
離
は
、
逆
端
部
を
再
利
用
（
二
次
利
用
）
し
た
片
刃
の

刃
部
と
な
っ
て
い
る
。
3
は
自
然
礫
の
細
端
部
を
用
い
て
尖
・
細
刃
を
作
出
す
る
。
4

～
11
は
長
さ
一
一
㎝
台
を
測
り
、
4
～
8
は
棒
状
礫
の
先
端
を
刃
部
と
し
、
9
・
10

は
長
円
形
、
11
は
楕
円
形
を
呈
す
る
。
刃
部
形
態
は
4
～
6
が
尖
・
細
刃
、
7
～
11

は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
長
径
一
一
～
一
二
㎝
台
一
〇
点
の
平
均
重
量
は
三
一
〇
・
九
ｇ

を
量
る
。

　

12
～
28
は
長
径
が
一
〇
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
12
～
16
の
平
面
形
態
は
細
身
で
、特

に
12
～
14
は
棒
状
礫
の
先
端
部
が
細
い
端
を
刃
部
と
し
、
い
ず
れ
も
刃
部
は
尖
・
細

刃
と
な
る
。
15
～
25
は
長
円
形
、
26
～
28
は
刃
部
が
開
く
撥
状
を
呈
す
る
。
い
ず
れ

も
刃
部
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
な
お
25
の
上
端
は
再
利
用
（
二
次
利
用
）
の
刃
部
が

作
出
さ
れ
、
両
刃
の
平
・
曲
刃
と
な
る
。

　

1

－

Ａ
中
形
（
29
～
51
）

　

29
～
51
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
を
測
り
、
中
形
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
点

数
は
六
八
点
を
数
え
、
礫
斧
中
最
も
多
い
形
態
と
な
る
。
そ
の
う
ち
二
三
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
一
三
点
（
30
～
41
）、
八
㎝
台
の
も
の
一
〇
点
（
42
～

51
）
と
な
る
。
中
形
二
三
点
の
平
均
重
量
は
一
四
三
・
七
ｇ
を
量
る
。

　

29
～
41
は
長
径
が
九
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
30
・
37
は
12
～
14
と
同
様
の
棒
状
礫

を
用
い
細
身
で
、
刃
部
は
尖
・
細
刃
と
な
る
。
29
は
四
角
形
を
呈
し
、
刃
部
は
平
・
曲

刃
で
あ
る
。
31
～
41
の
平
面
形
態
は
礫
斧
の
基
本
形
態
で
あ
る
長
円
状
を
呈
し
、
刃

部
加
工
も
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
刃
部
は
31
～
33
が
尖
・
細
刃
、
34
～

36
・
38
～
41
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。
36
の
上
端
に
は
下
端
刃
部
と
良
く
似
た
再
利
用

の
片
刃
の
刃
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
九
㎝
台
一
三
点
の
平
均
重
量
は

一
八
〇
・
三
ｇ
を
量
る
。

　

42
～
51
は
長
径
が
八
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
42
・
43
は
30
・
37
と
似
る
棒
状
礫
を

用
い
平
面
形
態
は
細
身
、
刃
部
は
尖
・
細
刃
と
な
る
。
44
～
50
の
平
面
形
態
は
は
長

円
状
、
51
は
楕
円
状
を
呈
す
。
刃
部
は
44
～
47
が
尖
・
細
刃
、
48
～
51
が
平
・
曲
刃

と
な
る
。
47
の
上
端
に
は
下
端
と
同
様
の
再
利
用
に
よ
る
尖
・
細
刃
が
作
出
さ
れ
て

い
る
。
八
㎝
台
一
〇
点
の
平
均
重
量
は
一
〇
八
・
二
ｇ
を
量
る
。

　

1

－

Ａ
小
形
（
52
～
70
）

　

52
～
70
は
長
径
が
七
㎝
台
以
下
の
小
形
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
点
数
は

五
三
点
を
数
え
、
こ
れ
ら
の
う
ち
一
九
点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
長
さ
七
㎝
台
の
も

の
一
三
点
（
52
～
64
）、
七
㎝
未
満
の
も
の
六
点
（
65
～
70
）
と
な
る
。
小
形
一
九
点

の
平
均
重
量
は
六
三
・
四
ｇ
を
量
る
。

　

52
～
64
は
長
径
が
七
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
52
・
54
・
56
～
59
は
大
形
・
中
形
に

も
見
ら
れ
た
棒
状
礫
の
小
形
の
も
の
を
用
い
、
特
に
52
～
57
は
素
材
礫
の
先
端
部
が
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細
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
。
53
・
55
の
平
面
形
態
は
長
円
形
で
52
～
59
の
刃
部
は

い
ず
れ
も
尖
・
細
刃
と
な
る
。
60
・
61
は
刃
部
が
開
く
撥
状
、
62
～
64
は
楕
円
形
を

呈
し
互
い
に
相
似
す
る
平
面
形
態
で
、
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。
七
㎝
台
一
三

点
の
平
均
重
量
は
七
二
・
四
ｇ
を
量
る
。

　

65
～
70
は
長
径
が
七
㎝
未
満
の
も
の
で
あ
る
。
素
材
礫
の
選
択
に
よ
り
二
種
の
差

が
あ
り
、
五
㎝
台
の
65
・
66
は
小
さ
な
棒
状
礫
を
用
い
て
お
り
細
身
、
刃
部
は
尖
・
細

刃
と
な
り
、
一
方
67
～
69
は
長
円
状
を
呈
す
る
平
面
形
態
で
、
刃
部
は
67
が
尖
・
細

刃
、
他
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。

　

65
・
66
は
1
類
Ａ
種
の
中
で
最
も
小
形
の
も
の
で
、
刃
部
先
端
に
は
小
さ
な
剝
離

が
数
回
施
さ
れ
て
い
る
。
70
の
平
面
形
態
は
楕
円
状
を
呈
し
、
刃
部
は
平
・
曲
刃
で

あ
る
。
七
㎝
未
満
六
点
の
平
均
重
量
は
四
三
・
七
ｇ
を
量
る
。

　

②
1
類
Ａ
種
両
刃
（
第
6
・
7
図
71
～
80
）

　

1
類
Ａ
種
両
刃
と
し
た
も
の
は
、
自
然
礫
の
形
状
を
残
し
、
先
端
刃
部
は
打
製
に

よ
る
両
刃
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は
二
五
点
を
数
え
、
一
七
五
点
の
1
類
Ａ

種
片
刃
と
比
べ
出
土
量
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
内
訳
は
大
形
五
点
、
中
形
一
〇
点
、

小
形
一
〇
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
〇
点
を
図
化
し
た
。

　

本
遺
跡
の
両
刃
に
は
前
述
の
よ
う
に
蛤
刃
状
先
端
と
片
刃
状
先
端
の
2
種
が
見
ら

れ
、
72
～
74
・
80
は
前
者
、
71
・
77
・
79
は
後
者
に
分
け
ら
れ
る
。

　

1

－

Ａ
両
刃
大
形
（
71
・
72
）

　

71
・
72
は
長
径
が
一
〇
㎝
台
を
測
り
、
大
形
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
棒
状
礫
を
用
い
、
刃
部
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
71
の
刃
部
は
や
や
斜
め
に
作
ら

れ
、
刃
角
は
鈍
角
に
近
い
。
一
〇
㎝
台
二
点
の
平
均
重
量
は
二
一
二
・
六
ｇ
を
量
る
。

　

1
－

Ａ
両
刃
中
形
（
73
・
74
）

　

73
・
74
は
長
径
が
九
㎝
台
を
測
り
、
中
形
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
73
の
平

面
形
態
は
長
円
状
を
呈
し
、
74
は
棒
状
を
呈
す
る
。
い
ず
れ
も
刃
部
は
平
・
曲
刃
と

な
る
。
九
㎝
台
二
点
の
平
均
重
量
は
一
五
八
・
八
ｇ
を
量
る
。

　

1

－
Ａ
両
刃
小
形
（
75
～
80
）

　

75
～
80
は
長
径
が
七
㎝
台
以
下
を
測
り
、
小
形
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
六

点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
長
さ
7
㎝
台
の
も
の
四
点
（
75
～
78
）、
五
㎝
台
の
も
の
二

点
（
79
・
80
）
と
な
る
。
小
形
六
点
の
平
均
重
量
は
七
一
・
五
ｇ
を
量
る
。

　

75
・
76
の
先
端
刃
部
は
素
材
礫
の
細
い
端
部
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
刃
部
は
い

ず
れ
も
尖
・
細
刃
と
な
る
。
77
・
78
の
平
面
形
態
は
長
円
状
を
呈
し
、
刃
部
は
い
ず

れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。
77
の
刃
部
裏
面
剝
離
は
微
細
で
あ
り
、
使
用
に
よ
る
剝
離

と
す
る
と
、
1
類
Ａ
種
片
刃
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
78
は
上
下
端
に
両
面

加
工
が
施
さ
れ
、
上
端
は
再
利
用
の
両
刃
と
な
り
平
・
曲
刃
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
七
㎝
台
四
点
の
平
均
重
量
は
八
二
・
七
ｇ
を
量
る
。

　

79
・
80
は
長
径
が
五
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
面
形
態
は
小
さ
な
長
円

状
を
呈
し
、
刃
部
は
幅
狭
な
が
ら
平
・
曲
刃
と
な
る
。
こ
れ
ら
五
㎝
台
二
点
の
平
均

重
量
は
四
九
・
一
ｇ
を
量
る
。

　

③
2
類
Ａ
種
片
刃
（
第
7
～
9
図
81
～
110
）

　

2
類
Ａ
種
片
刃
と
し
た
も
の
は
、
先
端
刃
部
の
加
工
に
加
え
て
、
周
縁
お
よ
び
裏

面
に
も
加
工
が
及
び
、
刃
部
を
打
製
の
片
刃
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は
五
六

点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形
二
一
点
、
中
形
二
七
点
、
小
形
八
点
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
三
〇
点
を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
大
形
（
81
～
92
）、
中
形
（
93

～
105
）、
小
形
（
106
～
110
）
で
あ
る
。

　

2
類
Ａ
種
片
刃
で
は
、
大
～
小
形
い
ず
れ
も
長
円
形
、
楕
円
形
を
呈
す
る
礫
素
材

を
多
く
用
い
て
お
り
、
全
体
的
に
相
似
す
る
も
の
が
多
い
一
方
、
1
類
Ａ
種
片
刃
に

多
く
見
ら
れ
た
棒
状
礫
素
材
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
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周
縁
加
工
が
何
故
加
え
ら
れ
る
の
か
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
が
、
幅
広
・
扁

平
礫
の
方
が
棒
状
礫
よ
り
も
加
工
し
易
い
と
い
う
相
関
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

2

－

Ａ
大
形
（
81
～
92
）

　

81
～
92
は
長
径
が
一
〇
㎝
以
上
を
測
る
大
形
品
で
あ
る
。
二
一
点
を
数
え
、
そ
の

う
ち
一
二
点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
一
二
㎝
台
の
も
の
は
な
く
一
三
㎝
を
超
す
も
の

五
点
（
81
～
85
）、
一
〇
～
一
一
㎝
台
の
も
の
七
点
（
86
～
92
）
と
な
る
。
81
～
85
が

突
出
し
て
大
き
く
超
大
形
と
呼
べ
、
礫
斧
と
し
て
は
最
大
サ
イ
ズ
と
い
え
る
。

　

81
は
本
遺
跡
最
長
の
一
五
・
二
㎝
を
測
り
、
83
は
一
四
・
九
㎝
、
重
量
は
七
二
五
ｇ

で
本
遺
跡
最
重
量
と
な
る
。
84
も
一
四
・
七
㎝
、
六
三
九
ｇ
の
重
量
品
と
な
る
。
い
ず

れ
も
平
面
形
態
は
長
円
形
を
呈
す
る
。
刃
部
は
81
が
尖
・
細
刃
、
83
・
84
は
平
・
曲

刃
と
な
る
。

　

82
は
長
径
一
三
・
三
㎝
、
重
量
五
五
七
ｇ
、
85
は
長
さ
一
三
㎝
、
重
さ
三
六
二
ｇ
で
、

82
・
85
は
と
も
に
平
面
形
態
は
下
半
が
広
い
撥
状
を
呈
す
。
刃
部
は
平
・
曲
刃
と
な

り
、
特
に
82
は
剝
離
が
表
面
の
先
端
周
辺
に
の
み
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
1
類
Ａ
種

に
近
似
す
る
。
一
三
㎝
を
超
え
る
大
形
五
点
の
平
均
重
量
は
五
六
三
・
七
ｇ
を
量
る
。

　

86
～
92
は
長
径
が
一
〇
～
一
一
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
86
の
平
面
形
態
は
細
身
で
、

刃
部
は
尖
・
細
刃
と
な
る
。
周
縁
加
工
は
粗
く
少
な
い
が
、
下
半
部
は
両
側
縁
方
向

か
ら
深
い
剝
離
が
施
さ
れ
て
い
る
。
87
は
楕
円
状
、
88
～
92
は
長
円
状
を
呈
す
る
平

面
形
態
で
、
刃
部
は
90
が
尖
・
細
刃
と
な
り
、
他
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。

　

90
の
周
縁
加
工
は
部
分
的
だ
が
、
87
・
89
の
剝
離
は
内
側
に
深
く
及
び
、
86
・
88

は
裏
面
に
も
剝
離
が
み
ら
れ
る
。
92
の
周
縁
加
工
は
全
縁
辺
の
両
面
に
密
な
状
態
で

施
さ
れ
る
が
、
側
縁
の
敲
打
痕
が
著
し
い
。
一
〇
～
一
一
㎝
台
七
点
の
平
均
重
量
は

二
一
一
・
六
ｇ
を
量
る
。

　

2

－

Ａ
中
形
（
93
～
105
）

　

93
～
105
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
二
七
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち

一
三
点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
六
点
（
93
～
98
）、
八
㎝
台
の
も
の
七

点
（
99
～
105
）
と
な
る
。
中
形
一
三
点
の
平
均
重
量
は
一
四
〇
ｇ
を
量
る
。

　

93
～
98
は
長
径
が
九
㎝
台
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
93
～
97
の
平
面
形
態
は
長
円
状
・

楕
円
状
を
呈
し
、
長
径
10
㎝
台
の
88
・
92
な
ど
と
共
通
す
る
一
定
し
た
周
縁
加
工
礫

斧
の
形
態
と
、
剝
離
が
認
め
ら
れ
る
。

　

刃
部
は
93
・
94
が
尖
・
細
刃
、
95
～
97
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。
93
～
96
の
周
縁
加

工
は
表
面
ほ
ぼ
全
面
に
剝
離
が
及
び
、
93
・
95
で
は
裏
面
縁
辺
に
も
剝
離
が
施
さ
れ

て
い
る
。
98
は
下
半
が
広
い
撥
状
を
呈
し
、
刃
部
は
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。
97

は
周
縁
加
工
が
先
端
周
辺
に
限
ら
れ
、
裏
面
は
自
然
面
の
た
め
、
1
類
Ａ
種
と
区
別

が
難
し
い
。
九
㎝
台
六
点
の
平
均
重
量
は
一
五
一
・
四
ｇ
を
量
る
。

　

99
～
105
は
長
径
が
八
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。 

99
・
100
は
四
角
形
、
101
～
105
は
一
定

し
た
長
円
状
の
礫
を
用
い
、
刃
部
は
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。
周
縁
加
工
は
99
・

100
・
103
が
ほ
ぼ
表
面
全
体
に
施
さ
れ
る
ほ
か
は
中
～
下
半
部
に
施
さ
れ
て
い
る
。
102

の
上
端
に
は
再
利
用
の
片
刃
の
刃
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
八
㎝
台
七
点
の
平
均
重

量
は
一
三
〇
・
二
ｇ
を
量
る
。

　

2

－

Ａ
小
形
（
106
～
110
）

　

106
～
110
は
長
径
が
五
～
七
㎝
台
の
小
形
品
で
あ
る
。
八
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち
五

点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
長
さ
七
㎝
台
の
も
の
三
点
（
107
～
109
）、
六
㎝
台
の
も
の
一

点
（
110
）、五
㎝
台
の
も
の
一
点
（
106
）
と
な
る
。
小
形
五
点
の
平
均
重
量
は
六
七
・
六

ｇ
を
量
る
。

　

106
～
108
は
長
円
状
の
形
態
を
も
ち
、
先
の
93
～
97
と
相
似
す
る
。
109
・
110
は
四
角

形
を
呈
し
、
刃
部
は
107
・
108
が
尖
・
細
刃
、
106
・
109
・
110
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。

　

周
縁
加
工
は
107
・
109
・
110
が
表
面
に
や
や
密
に
施
さ
れ
、
110
は
裏
面
に
も
剝
離
が
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認
め
ら
れ
る
。な
お
106
は
薄
い
剝
片
を
素
材
と
し
2
類
Ａ
種
最
小
の
製
品
で
あ
る
。刃

部
は
微
細
な
剝
離
に
よ
り
作
ら
れ
て
お
り
、
礫
斧
と
す
る
に
は
多
少
問
題
が
残
る
。

　

④
2
類
Ａ
種
Ｌ
字
状
加
工
の
片
刃
（
第
10
・
11
図
111
～
125
）

　

2
類
Ａ
種
Ｌ
字
状
加
工
の
片
刃
と
し
た
も
の
は
、
2
類
Ａ
種
の
中
で
も
先
端
の
刃

部
剝
離
か
ら
続
く
形
で
片
側
縁
に
偏
っ
て
側
縁
加
工
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、
刃
部
か

ら
の
Ｌ
字
状
を
呈
す
る
剝
離
手
法
が
特
徴
的
で
あ
る
。
総
点
数
は
二
八
点
を
数
え
、そ

の
内
訳
は
大
形
一
五
点
、
中
形
一
〇
点
、
小
形
三
点
で
あ
り
、
大
形
が
多
い
こ
と
が

特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
五
点
を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
大
形

（
111
～
117
）、
中
形
（
118
～
122
）、
小
形
（
123
～
125
）
で
あ
る
。

　

2

－

Ａ
Ｌ
字
大
形
（
111
～
117
）

　

111
～
117
は
長
径
が
一
〇
㎝
以
上
の
大
形
品
で
あ
る
。
一
五
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち

七
点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
一
二
㎝
台
の
も
の
二
点
（
111
・
112
）、
一
一
㎝
台
の
も
の

一
点
（
113
）、
一
〇
㎝
台
の
も
の
四
点
（
114
～
117
）
と
な
る
。
大
形
七
点
の
平
均
重
量

は
二
三
九
・
五
ｇ
を
量
る
。

　

111
・
112
・
116
は
大
形
の
棒
状
礫
を
用
い
て
お
り
平
面
形
態
は
細
身
で
、
111
・
116
は

右
側
縁
、
112
は
左
側
縁
に
Ｌ
字
状
加
工
が
伸
び
る
。
刃
部
は
い
ず
れ
も
尖
・
細
刃
と

な
る
。
111
の
上
端
に
は
再
利
用
の
刃
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。

　

113
・
115
・
117
の
平
面
形
態
は
長
円
状
、
114
は
長
方
形
を
呈
し
、
113
は
右
側
縁
、
114

は
右
側
縁
の
表
裏
面
に
剝
離
が
加
え
ら
れ
、
115
・
117
は
左
側
縁
に
Ｌ
字
状
加
工
が
伸

び
る
。
刃
部
は
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。

　

2

－
Ａ
Ｌ
字
中
形
（
118
～
122
）

　

118
～
122
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
一
〇
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち

五
点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
四
点
（
118
～
121
）、
八
㎝
台
の
も
の
一
点

（
122
）
と
な
る
。
中
形
五
点
の
平
均
重
量
は
一
七
六
・
七
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
118
が
細
身
、
119
～
121
が
長
円
状
、
122
が
楕
円
状
を
呈
し
、
Ｌ
字
状
加

工
は
片
側
縁
に
延
び
る
。

　

刃
部
は
118
・
119
が
尖
・
細
刃
、
120
～
122
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。
119
・
121
の
側
縁
加

工
は
114
と
同
様
に
同
一
側
縁
の
表
裏
面
に
施
さ
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

　

2
－

Ａ
Ｌ
字
小
形
（
123
～
125
）

　

123
～
125
は
長
径
が
五
～
七
㎝
台
の
小
形
品
で
あ
る
。
三
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち
三

点
を
図
化
し
た
。
内
訳
は
長
さ
七
㎝
台
の
も
の
一
点
（
123
）、
六
㎝
台
の
も
の
一
点

（
124
）、
五
㎝
台
の
も
の
一
点
（
125
）
と
な
る
。
123
～
125
は
い
ず
れ
も
均
一
な
薄
い
小

形
の
扁
平
礫
を
素
材
と
す
る
。
平
面
形
態
は
同
サ
イ
ズ
の
長
円
状
を
呈
し
、
Ｌ
字
状

加
工
も
極
め
て
類
似
す
る
。
刃
部
は
い
ず
れ
も
幅
の
細
い
礫
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
細
刃
と
し
て
分
類
さ
れ
る
。
小
形
三
点
の
平
均
重
量
は
五
二
・
三
ｇ
を
量
る
。

　

⑤
2
類
Ａ
種
両
刃
（
第
11
図
126
～
132
）

　

2
類
Ａ
種
両
刃
と
し
た
も
の
は
、
周
縁
お
よ
び
裏
面
に
加
工
が
施
さ
れ
、
刃
部
は

打
製
の
両
刃
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は
一
〇
点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形

三
点
、
中
形
五
点
、
小
形
二
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
七
点
を
図
化
し
た
。
図
化

資
料
の
内
訳
は
大
形
二
点
（
126
・
127
）、
中
形
四
点
（
128
～
131
）、
小
形
一
点
（
132
）
で

あ
る
。　

　

2

－

Ａ
両
刃
大
形
（
126
・
127
）

　

126
・
127
は
長
径
が
一
〇
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
大
形
二
点
の
平
均
重
量
は

二
一
三
・
六
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
126
が
楕
円
状
、
127
は
長
円
状
を
呈
し
、
刃
部
は
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃

と
な
る
。
126
は
表
面
全
周
に
剝
離
が
加
え
ら
れ
、
刃
部
裏
面
の
剝
離
は
小
さ
く
、
片

刃
状
と
な
り
、
上
端
に
は
再
利
用
と
考
え
ら
れ
る
片
刃
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
127
の

刃
部
裏
面
は
大
き
い
剝
離
が
加
え
ら
れ
、
蛤
刃
状
の
両
刃
と
な
る
。
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2

－

Ａ
両
刃
中
形
（
128
～
131
）

　

128
～
131
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
五
点
を
数
え
、
四
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
二
点
（
128
・
129
）、
八
㎝
台
の
も
の
二
点
（
130
・
131
）

と
な
る
。
中
形
四
点
の
平
均
重
量
は
一
四
九
・
七
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
128
・
129
が
長
円
状
、
130
・
131
は
刃
部
が
開
く
撥
状
を
呈
し
、
刃
部
は

い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
る
。
周
縁
加
工
は
両
面
に
施
さ
れ
、
128
は
両
面
の
全
周
に

加
工
が
施
さ
れ
、
刃
部
は
蛤
刃
状
、
130
・
131
も
刃
部
付
近
の
両
面
に
剝
離
が
施
さ
れ

蛤
刃
状
と
な
る
。
129
の
両
刃
は
鈍
角
で
あ
り
、
欠
損
品
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
128
・
131

の
上
端
に
は
再
利
用
に
よ
る
両
刃
と
片
刃
の
刃
部
が
作
ら
れ
る
。

　

2

－

Ａ
両
刃
小
形
（
132
）

　

小
形
品
は
一
点
を
数
え
る
。
132
は
長
径
七
㎝
台
の
小
形
品
で
あ
る
。
平
面
形
態
は

刃
部
が
や
や
開
く
四
角
形
を
呈
し
、
刃
部
両
面
に
剝
離
を
加
え
両
刃
を
形
成
し
、
刃

部
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。�

（
戸
田
）

四　

局
部
磨
製
礫
斧

　

①
1
類
Ｂ
種
片
刃
（
第
11
・
12
図
133
～
150
）

　

1
類
Ｂ
種
片
刃
と
し
た
も
の
は
、
自
然
礫
の
形
状
を
大
き
く
残
し
、
剝
離
を
加
え

た
先
端
刃
部
を
研
磨
し
て
片
刃
の
局
部
磨
製
を
作
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は

二
九
点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形
八
点
、
中
形
一
一
点
、
小
形
一
〇
点
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
う
ち
一
八
点
を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
大
形（
133
～
138
）、中
形（
139

～
144
）、
小
形
（
145
～
150
）
で
あ
る
。

　

1

－
Ｂ
大
形
（
133
～
138
）

　

133
～
138
は
長
径
が
一
〇
㎝
以
上
の
大
形
品
で
あ
る
。
八
点
を
数
え
、
六
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
一
一
㎝
台
の
も
の
二
点
（
135
・
136
）、
一
〇
㎝
台
の
も
の
四
点
（
133
・

134
・
137
・
138
）
と
な
る
。
大
形
六
点
の
平
均
重
量
は
二
五
五
・
三
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
大
き
く
二
種
あ
り
、
大
形
の
棒
状
礫
を
用
い
る
細
身
の
133
・
135
・
137

と
、
134
・
136
・
138
に
見
る
長
円
形
の
素
材
礫
を
用
い
る
も
の
が
あ
る
。
刃
部
は
133
～

135
が
尖
・
細
刃
で
他
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
135
の
上
端
は
1
類
Ａ
種
の
両
刃
と
し
て

再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

刃
部
の
研
磨
は
、
剝
離
を
加
え
た
片
刃
部
分
に
施
さ
れ
、
研
磨
面
の
広
い
133
・
135
・

136
と
先
端
部
に
弱
い
研
磨
の
加
え
ら
れ
る
134
・
137
・
138
が
あ
る
。

　

1

－

Ｂ
中
形
（
139
～
144
）

　

139
～
144
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
一
一
点
を
数
え
、
六
点
を
図

化
し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
三
点
（
139
～
141
）、八
㎝
台
の
も
の
三
点
（
142
～
144
）

と
な
る
。
中
形
六
点
の
平
均
重
量
は
一
二
〇
・
五
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
大
き
く
二
種
あ
り
、
139
・
141
・
143
が
棒
状
礫
を
用
い
る
細
身
の
も
の

と
、
140
の
四
角
形
、
142
・
144
の
長
円
状
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
刃
部
は
139
・
141
・
143

が
尖
・
細
刃
、
140
・
142
・
144
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
139
・
141
・
143
・
144
は
研
磨
面
を

も
つ
が
、
140
・
142
は
剝
離
面
の
稜
線
に
の
み
研
磨
が
認
め
ら
れ
る
。

　

1

－

Ｂ
小
形
（
145
～
150
）

　

145
～
150
は
長
径
が
五
～
七
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
一
〇
点
を
数
え
、
六
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
長
さ
七
㎝
台
の
も
の
二
点
（
145
・
146
）、六
㎝
台
の
も
の
も
の
三
点
（
147

～
149
）、
五
㎝
台
の
も
の
一
点
（
150
）
と
な
る
。
小
形
八
点
の
平
均
重
量
は
五
七
・
一

ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
145
・
147
が
細
身
、
146
・
149
が
楕
円
状
、
148
が
撥
状
を
呈
す
る
。
150
の

基
部
は
欠
損
後
再
利
用
の
可
能
性
が
あ
り
、
長
さ
等
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
小

形
品
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
刃
部
は
145
・
147
が
尖
・
細
刃
、
146
・
148
～
150
は

小
形
で
は
あ
る
が
平
刃
に
分
類
さ
れ
る
。
146
・
149
・
150
は
刃
部
先
端
全
面
に
平
滑
な

研
磨
面
が
作
出
さ
れ
、
面
取
り
状
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
三
点
は
剝
離
面
の
稜
線
を

中
心
に
研
磨
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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②
1
類
Ｂ
種
両
刃
（
第
12
・
13
図
151
～
156
）

　

1
類
Ｂ
種
両
刃
と
し
た
も
の
は
、
自
然
礫
の
形
状
を
残
し
、
先
端
刃
部
を
磨
製
の

両
刃
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は
一
二
点
を
数
え
る
が
、
大
形
品
と
な
る
も
の

は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
内
訳
は
中
形
四
点
、
小
形
八
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
六
点

を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
中
形
（
151
・
152
）、
小
形
（
153
～
156
）
で
あ
る
。

両
刃
と
は
い
え
刃
部
研
磨
は
152
・
153
・
156
の
よ
う
に
刃
部
剝
離
を
加
え
た
面
の
研
磨

を
主
体
と
す
る
も
の
と
、
151
・
154
・
155
の
よ
う
に
剝
離
痕
が
不
明
で
自
然
礫
面
に
直

接
研
磨
を
加
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
151
を
除
き
側
面
観
は
片
刃
状
を

な
す
。

　

1

－

Ｂ
両
刃
中
形
（
151
・
152
）

　

151
・
152
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
四
点
を
数
え
、
二
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
一
点
（
151
）、
八
㎝
台
の
も
の
一
点
（
152
）
と
な
る
。

中
形
二
点
の
平
均
重
量
は
一
四
九
・
五
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
151
が
長
円
状
、
152
が
撥
状
を
呈
す
る
。
刃
部
は
151
が
自
然
礫
の
細
い

端
を
用
い
た
尖
・
細
刃
で
ノ
ミ
状
に
近
く
、
152
は
自
然
礫
の
幅
広
端
を
用
い
る
平
・
曲

刃
と
な
る
。
表
面
刃
部
は
い
ず
れ
も
広
く
研
磨
面
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
151
の
上
端

に
は
刃
部
形
成
と
し
て
は
鈍
角
と
な
る
両
面
剝
離
が
認
め
ら
れ
、
一
方
、
152
の
上
端

に
は
再
利
用
の
打
製
片
刃
が
作
ら
れ
る
。

　

1

－

Ｂ
両
刃
小
形
（
153
～
156
）

　

153
～
156
は
長
径
が
六
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
八
点
を
数
え
、四
点
を
図
化
し
た
。
こ

れ
ら
の
平
均
重
量
は
七
三
・
二
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
153
が
細
身
、
154
は
楕
円
状
、
155
・
156
は
四
角
形
を
呈
す
る
。
刃
部
は

153
が
尖
・
細
刃
、
154
～
156
は
平
・
曲
刃
と
な
る
。
い
ず
れ
も
表
面
刃
部
に
は
面
取
り

状
の
平
坦
な
研
磨
面
が
作
ら
れ
て
い
る
。
な
お
155
の
右
側
縁
に
は
面
取
り
状
の
研
磨

面
が
あ
る
。

　

③
2
類
Ｂ
種
片
刃
（
第
13
・
14
図
157
～
169
）

　

2
類
Ｂ
種
片
刃
と
し
た
も
の
は
、
周
縁
お
よ
び
裏
面
に
加
工
が
施
さ
れ
、
刃
部
は

磨
製
の
片
刃
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
は
一
九
点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形

四
点
、
中
形
七
点
、
小
形
八
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
三
点
を
図
化
し
た
。
図

化
資
料
の
内
訳
は
大
形
三
点
（
157
～
159
）、
中
形
五
点
（
160
～
164
）、
小
形
五
点
（
165

～
169
）
で
あ
る
。

　

2
類
Ｂ
種
の
磨
製
片
刃
を
観
察
す
る
と
、
1
類
Ｂ
種
片
刃
で
の
観
察
と
同
様
に
刃

部
を
形
成
す
る
先
端
剝
離
が
加
え
ら
れ
た
上
か
ら
研
磨
が
行
わ
れ
て
い
る
例
が
多
く

認
め
ら
れ
、
稜
線
を
研
磨
す
る
も
の
か
ら
広
く
磨
面
化
す
る
も
の
ま
で
の
バ
ラ
エ
テ

ィ
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
局
部
磨
製
を
目
的
と
し
た
一
連
の
製
作
と
し
て
の
剝
離
→
磨
製
化
へ

の
流
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
か
、一
次
的
に
打
製
の
礫
斧
（
1

－

Ａ
、2

－

Ａ
）
と

し
て
作
り
使
わ
れ
た
後
に
二
次
的
に
研
磨
が
行
わ
れ
た
の
か
は
検
討
す
べ
き
点
と
な

る
。

　

2

－

Ｂ
大
形
（
157
～
159
）

　

157
～
159
は
長
径
が
一
〇
㎝
以
上
の
大
形
品
で
あ
る
。
四
点
を
数
え
、
三
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
一
三
㎝
台
の
特
大
サ
イ
ズ
一
点
（
157
）、
九
㎝
台
の
も
の
二
点
（
158
・

159
）
と
な
る
。
一
〇
㎝
以
上
三
点
の
平
均
重
量
は
二
三
〇
・
一
ｇ
を
量
る
。

　

157
は
大
形
縦
長
の
半
割
剝
片
を
素
材
と
し
て
主
要
剝
離
面
先
端
の
幅
狭
の
部
分
を

よ
く
研
磨
し
た
例
の
少
な
い
刃
部
製
作
を
行
い
、
右
側
縁
に
粗
い
周
縁
加
工
が
見
ら

れ
る
。
158
は
細
身
、
159
は
長
円
状
を
呈
し
、
刃
部
は
3
点
い
ず
れ
も
が
尖
・
細
刃
と

な
る
。
158
・
159
の
刃
部
先
端
は
尖
鋭
に
研
磨
さ
れ
ノ
ミ
状
を
呈
す
る
。
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2

－

Ｂ
中
形
（
160
～
164
）

　

160
～
164
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
七
点
を
数
え
、
五
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
三
点
（
160
～
162
）、
八
㎝
台
の
も
の
二
点
（
163
・
164
）

と
な
る
。
中
形
五
点
の
平
均
重
量
は
一
三
五
・
三
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
160
・
161
は
長
円
状
自
然
礫
の
細
端
部
を
用
い
、
158
・
159
と
良
く
似
た

尖
鋭
な
磨
製
刃
部
を
作
出
す
る
。
162
は
長
円
状
、
163
は
剝
片
素
材
の
楕
円
状
、
164
は

四
角
形
を
呈
す
る
。
刃
部
は
162
～
164
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。
刃
部
の
研
磨
は
剝
離
面

の
稜
線
を
中
心
と
し
た
部
分
に
多
く
、
160
の
上
端
に
は
再
利
用
に
よ
る
局
部
磨
製
の

片
刃
が
作
ら
れ
珍
し
い
両
端
磨
製
と
な
る
。
160
～
162
の
周
縁
加
工
は
少
な
く
、
特
に

162
は
1
類
Ｂ
種
片
刃
と
の
区
分
が
難
し
い
。
一
方
、
163
・
164
の
周
縁
加
工
は
密
に
施

さ
れ
、
164
で
は
裏
面
に
も
剝
離
が
施
さ
れ
る
。

　

2

－

Ｂ
小
形
（
165
～
169
）

　

165
～
169
は
長
径
が
五
～
七
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
八
点
を
数
え
、
五
点
を
図
化
し

た
。
内
訳
は
長
さ
七
㎝
台
の
も
の
二
点
（
165
・
166
）、
六
㎝
台
の
も
の
も
の
二
点
（
167
・

168
）、
五
㎝
台
の
も
の
一
点
（
169
）
と
な
る
。
小
形
五
点
の
平
均
重
量
は
五
四
・
九
ｇ

を
量
る
。

  

平
面
形
態
は
165
・
166
が
細
長
い
扁
平
礫
を
用
い
る
細
身
、
167
～
169
が
楕
円
状
の
二
形

態
に
分
け
ら
れ
る
。
刃
部
は
165
・
166
が
尖
・
細
刃
、
167
～
169
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。
165

～
168
の
研
磨
面
は
広
く
、
先
端
刃
部
剝
離
を
加
え
た
後
に
磨
い
て
刃
部
を
作
出
し
て

お
り
、
169
は
剝
離
面
の
稜
線
を
中
心
と
し
た
部
分
的
な
研
磨
と
な
っ
て
い
る
。
な
お

166
の
周
縁
加
工
は
部
分
的
に
僅
か
で
あ
り
、
162
と
同
様
に
1
類
Ｂ
種
片
刃
と
の
区
分

が
難
し
い
。
169
は
半
割
礫
を
素
材
に
作
出
さ
れ
て
お
り
、
表
面
の
剝
離
は
深
く
内
側

に
及
ぶ
。
な
お
、
165
の
上
端
部
に
は
再
利
用
の
打
製
片
刃
が
作
ら
れ
る
。

　

④
2
類
Ｂ
種
Ｌ
字
状
加
工
の
片
刃
（
第
14
図
170
・
171
）

　

2
類
Ｂ
種
Ｌ
字
状
加
工
の
磨
製
片
刃
は
、
Ｌ
字
状
礫
斧
を
作
っ
た
後
に
、
先
端
部

お
よ
び
胴
部
の
剝
離
面
に
研
磨
を
加
え
局
部
磨
製
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
点
数
四

点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形
一
点
、
中
形
三
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
大
形
一

点
（
170
）、
中
形
一
点
（
171
）
を
図
化
し
た
。

　

2

－

Ｂ
Ｌ
字
大
形
（
170
）

　

170
は
長
径
一
〇
・
一
㎝
、
重
量
一
九
七
・
二
ｇ
を
量
る
。
平
面
形
態
は
長
円
状
を
呈

し
、
右
側
縁
に
Ｌ
字
状
加
工
し
、
刃
部
は
尖
鋭
な
磨
製
と
な
り
、
ノ
ミ
状
の
尖
・
細

刃
と
な
る
。
先
端
の
一
部
に
や
や
広
い
研
磨
面
が
見
ら
れ
、
ま
た
胴
部
の
剝
離
稜
線

上
に
も
研
磨
が
施
さ
れ
る
。

　

2

－

Ｂ
Ｌ
字
中
形
（
171
）

　

171
は
長
径
九
・
四
㎝
、
重
量
一
四
二
・
一
ｇ
を
量
る
。
平
面
形
態
は
長
円
状
を
呈
し
、

右
側
縁
に
Ｌ
字
状
加
工
し
、
刃
部
は
曲
・
平
刃
で
あ
る
。
研
磨
は
先
端
剝
離
面
の
稜

線
に
認
め
ら
れ
る
。

　

⑤
2
類
Ｂ
種
両
刃
（
第
14
・
15
図
172
～
182
）

　

2
類
Ｂ
種
両
刃
と
し
た
も
の
は
、
周
縁
お
よ
び
裏
面
に
も
剝
離
が
施
さ
れ
、
先
端

部
を
磨
製
の
両
刃
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
礫
斧
と
し
て
は
最
も
手
の
込
ん
だ
作
り
と

な
る
。
総
点
数
は
一
五
点
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
大
形
四
点
、
中
形
七
点
、
小
形
四

点
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
一
点
を
図
化
し
た
。
図
化
資
料
の
内
訳
は
大
形
三
点

（
172
～
174
）、
中
形
五
点
（
175
～
179
）、
小
形
三
点
（
180
～
182
）
で
あ
る
。
1
類
Ｂ
種
の

両
刃
と
同
様
に
、
片
刃
状
の
側
面
観
を
な
す
も
の
が
多
い
。

　

2

－

Ｂ
両
刃
大
形
（
172
～
174
）

　

172
～
174
は
長
径
が
一
一
～
一
〇
㎝
台
の
大
形
品
で
あ
る
。
四
点
を
数
え
、
三
点
を

図
化
し
た
。
内
訳
は
一
一
㎝
台
の
も
の
二
点
（
172
・
173
）、
一
〇
㎝
台
の
も
の
一
点
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（
174
）
と
な
る
。
大
形
三
点
の
平
均
重
量
は
三
五
五
・
五
ｇ
を
量
る
。

　

172
は
板
状
の
自
然
礫
を
用
い
重
量
の
あ
る
も
の
で
、
平
面
形
は
長
方
形
を
呈
す
る
。

板
状
素
材
を
用
い
る
も
の
は
少
な
く
、
ま
た
幅
六
㎝
を
超
え
る
先
端
部
平
刃
の
作
り

と
裏
面
（
自
然
面
）
へ
の
研
磨
が
広
く
及
び
、
敲
打
と
剝
離
に
よ
る
周
縁
加
工
が
両

側
縁
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
礫
斧
と
し
て
は
特
殊
な
形
態
と
な
る
。

　

173
・
174
の
平
面
形
態
は
長
円
状
を
呈
し
、
や
や
大
形
で
は
あ
る
が
局
部
磨
製
礫
斧

の
典
型
的
な
形
態
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
刃
部
は
い
ず
れ
も
平
・
曲
刃
と
な
り
、

表
面
刃
部
に
広
い
研
磨
面
が
作
出
さ
れ
片
刃
状
の
作
り
と
な
る
。
な
お
174
の
右
側
縁

下
端
に
は
面
取
り
状
の
研
磨
面
が
見
ら
れ
る
。

　

2

－

Ｂ
両
刃
中
形
（
175
～
179
）

　

175
～
179
は
長
径
が
八
～
九
㎝
台
の
中
形
品
で
あ
る
。
七
点
を
数
え
、
五
点
を
図
化

し
た
。
内
訳
は
九
㎝
台
の
も
の
三
点
（
176
～
178
）、
八
㎝
台
の
も
の
二
点
（
175
・
179
）

と
な
る
。
中
形
五
点
の
平
均
重
量
は
一
三
五
・
七
ｇ
を
量
る
。

 　

平
面
形
態
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
175
が
細
身
、
176
が
撥
状
、
177
・
178
は
縦
長
の
礫

を
用
い
る
長
円
形
、
179
が
楕
円
状
を
呈
す
る
。
刃
部
は
175
が
尖
・
細
刃
、
176
～
179
が

平
・
曲
刃
と
な
る
。
175
は
半
割
礫
を
素
材
と
し
た
も
の
で
、
表
面
は
全
面
に
剝
離
さ

れ
た
後
に
中
半
か
ら
先
端
部
に
研
磨
が
加
え
ら
れ
、
裏
面
は
先
端
部
に
僅
か
な
研
磨

が
施
さ
れ
、
片
刃
状
に
近
い
。

　

176
～
179
は
裏
面
に
礫
面
を
残
し
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
に
あ
わ
せ
て
先
端
部
か
ら
胴

中
部
に
及
ぶ
研
磨
が
施
さ
れ
、
表
面
は
周
縁
加
工
あ
る
い
は
先
端
部
加
工
を
加
え
た

後
に
広
い
研
磨
面
を
も
つ
磨
製
刃
部
が
作
ら
れ
る
。
176
・
177
・
179
は
片
刃
状
を
呈
し
、

178
は
蛤
刃
状
と
な
る
。

　

2
－

Ｂ
両
刃
小
形
（
180
～
182
）

　

180
～
182
は
長
径
が
五
～
七
㎝
台
の
も
の
で
あ
る
。
四
点
を
数
え
、
三
点
を
図
化
し

た
。
内
訳
は
七
㎝
台
の
も
の
一
点
（
181
）、
六
㎝
台
の
も
の
一
点
（
180
）、
五
㎝
台
の

も
の
一
点
（
182
）
と
な
る
。
小
形
三
点
の
平
均
重
量
は
五
九
・
三
ｇ
を
量
る
。

　

平
面
形
態
は
180
は
細
身
、
181
が
長
円
状
、
182
は
基
部
欠
損
後
の
再
利
用
と
考
え
ら

れ
、
四
角
形
状
を
呈
す
る
。
刃
部
は
180
が
尖
・
細
刃
、
181
・
182
が
平
・
曲
刃
と
な
る
。 

180
は
薄
い
剝
片
を
素
材
と
し
た
本
遺
跡
の
礫
斧
中
最
も
軽
い
製
品
で
あ
る
。
表
面
は

自
然
面
で
先
端
に
磨
製
刃
部
を
作
り
、
裏
面
の
主
要
剝
離
面
は
先
端
部
に
僅
か
な
研

磨
を
加
え
両
刃
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
剝
片
を
用
い
た
例
は
本
例
と
、
破
片

1
例
の
み
と
な
り
、
礫
斧
と
す
る
か
多
少
の
問
題
が
残
る
。
181
・
182
は
片
刃
状
の
両

刃
と
な
る
が
、
182
は
基
部
欠
損
後
の
再
加
工
と
見
ら
れ
る
。
な
お
裏
面
の
自
然
面
に

は
広
く
浅
い
研
磨
が
施
さ
れ
て
い
る
。�

（
戸
田
）

五　

ま
と
め
と
考
察

　

今
回
の
礫
斧
に
関
す
る
整
理
研
究
で
は
、
完
形
あ
る
い
は
準
完
形
品
三
七
三
点
を

観
察
し
分
類
を
行
っ
た
。
撚
糸
文
土
器
期
に
伴
う
礫
斧
と
し
て
は
最
も
多
い
出
土
点

数
と
な
る
も
の
で
、
分
類
の
結
果
か
ら
は
礫
斧
に
関
す
る
基
本
的
な
石
器
形
態
の
全

体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
先
行
研
究
と
な
る
江
ノ
島
植
物
園
内
出
土
資
料
と
の
比
較
を
含
め
て
ま

と
め
と
考
察
を
行
い
た
い
。
な
お
基
本
分
類
と
点
数
は
冒
頭
に
示
し
た
表
1
、
2
を

も
と
と
し
て
、
グ
ラ
フ
1
～
3
、
表
3
、
4
を
作
成
し
た
。

　
（
1
）
グ
ラ
フ
1
で
は
形
態
分
類
数
量
比
を
示
し
た
。
礫
斧
総
数
三
七
三
点
中
自
然

面
を
大
き
く
残
す
1
類
Ａ
種
は
、
二
〇
〇
点
（
五
三
・
六
％
）
で
あ
り
礫
斧
の
過
半
数

を
占
め
、
中
で
も
片
刃
は
一
七
三
点
と
圧
倒
的
な
主
体
を
占
め
る
。
次
に
多
い
周
縁

加
工
を
施
す
2
類
Ａ
種
の
九
四
点
（
二
五
・
二
％
）
と
比
べ
1
類
Ａ
種
は
2
倍
の
出
土

数
量
と
な
る
。

　

グ
ラ
フ
2
の
江
ノ
島
植
物
園
内
例
で
は
1
類
Ａ
種
が
全
体
の
四
五
％
、
2
類
Ａ
種

が
全
体
の
約
三
八
％
と
な
り
、
十
王
堂
免
と
比
べ
2
類
Ａ
種
の
比
率
が
高
い
が
、
両
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遺
跡
と
も
に
1
類
Ａ
種
が
礫
斧
の
五
〇
％
前
後
を
占
め
る
主
体
的
形
態
で
あ
る
こ
と

が
数
値
的
に
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

次
に
磨
製
も
含
め
た
大
分
類
の
1
類
と
2
類
で
見
る
と
、
1
類
二
四
一
点
（
六
五

％
）、2
類
一
三
二
点（
三
五
％
）と
な
る
。
江
ノ
島
植
物
園
内
例
で
は
2
類
が
五
二
・
二

％
と
半
数
を
超
え
る
数
値
と
な
る
が
、
出
土
総
点
数
と
の
関
係
も
あ
り
、
十
王
堂
免

の
あ
り
方
が
よ
り
実
態
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
2
）
打
製
（
Ａ
種
）
と
刃
部
磨
製
（
Ｂ
種
）
の
比
率
を
見
る
と
、Ａ
種
合
計
二
九
四

点
に
対
し
て
Ｂ
種
合
計
七
九
点
で
あ
り
、
七
九
％
対
二
一
％
と
な
る
。
江
ノ
島
植
物

園
内
例
で
は
八
二
・
五
％
対
一
七
・
五
％
で
あ
り
、
参
考
例
と
し
て
大
丸
遺
跡
で
は
磨

製
が
約
一
八
％
と
推
計
さ
れ
る
。
十
王
堂
免
の
磨
製
比
率
二
一
％
は
こ
れ
ら
神
奈
川

県
内
の
2
遺
跡
と
比
べ
て
多
少
率
が
高
い
が
、
一
七
･
五
～
二
一
％
の
範
囲
内
で
磨

製
が
存
在
す
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

な
お
1
類
で
の
磨
製
の
比
率
と
2
類
で
の
磨
製
の
比
率
を
見
る
と
、
1
類
Ａ
種

二
〇
〇
点
に
対
し
て
1
類
Ｂ
種
は
四
一
点
で
、
一
七
％
と
な
る
が
、
2
類
で
は
Ａ
種

九
四
点
に
対
し
て
2
類
Ｂ
種
三
八
点
は
二
九
％
と
な
り
周
縁
加
工
を
施
す
2
類
Ｂ
種

の
磨
製
比
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
江
ノ
島
植
物
園
内
で
は
1
類
の
磨
製

は
二
点
の
六
％
と
少
な
く
、
2
類
の
磨
製
は
一
〇
点
の
二
六
％

と
な
り
十
王
堂
免
と
近
い
数
値
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
今
回
の
数
値
を
踏
ま
え
江
ノ
島
植
物
園
内
資
料

に
お
い
て
指
摘
し
た
「
2
類
礫
斧
と
し
た
半
両
面
あ
る
い
は
周

縁
加
工
の
多
い
礫
斧
か
ら
局
部
磨
製
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
」

あ
り
方
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
自
然
礫
面
へ
の
研
磨
よ
り
も
剝
離

面
へ
の
研
磨
の
方
が
磨
製
化
し
易
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
、
剝
離
面
の
研
磨
を
観
察
す
る
と
、
稜
線
を
研
磨
す
る
も
の

か
ら
先
端
の
一
部
を
磨
面
化
す
る
も
の
、
さ
ら
に
刃
部
を
全
磨
製
化
す
る
も
の
ま
で

の
変
差
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
差
は
打
製
の
片
刃
・
両
刃
使
用
時
か
ら
段
階
を
経
て
磨
製
化
へ
の

手
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
あ
り
方
と
捉
え
ら
れ
、
局
部
磨
製
化
は
目
的
的
な
も
の
で

は
な
く
、
刃
部
再
生
化
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
考
案
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
磨
製
化
に
よ
り
礫
斧
の
用
途
が
変
わ
る
、
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
打
製
礫
斧
利
用
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
3
）
礫
斧
の
大
き
さ
（
長
さ
）
区
分
に
つ
い
て
は
江
ノ
島
植
物
園
内
資
料
に
お
い

て
初
め
て
大
形
品
、
中
形
品
、
小
形
品
の
分
類
を
試
み
た
が
、
出
土
全
点
の
計
測
は

行
わ
ず
、
ま
た
重
量
の
計
量
分
析
も
行
わ
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
分
類
で
は
採
集
品
の
完
形
資
料
三
七
三
点
と
い
う
裏
付
け
に
基
づ
い
て
大

き
さ
と
重
量
の
数
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
礫
斧
研
究
に
お
け
る
基
準
的

数
値
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。（
グ
ラ
フ
3
・
表
3
参
照
）

　

な
お
表
3
の
長
さ
一
三
㎝
を
超
え
る
超
大
形
と
し
た
も
の
は
重
量
も
極
め
て
重

く
、
分
類
基
準
の
定
型
的
大
形
と
比
べ
極
端
な
差
を
も
っ
て
い
る
。
点
数
も
七
点
と

少
な
い
こ
と
か
ら
礫
斧
の
範
疇
と
す
る
か
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

大形 115点

30.8％

中形 152点

40.8％

小形 106点

28.4％
１類Ａ種

31点　44.9％

１類Ｂ種
２点　2.9％

２類Ａ種
26点　37.7％

２類Ｂ種
10点　14.5％

１類
 47.8％

２類
 52.2％

１類

64.6％

２類

35.4％

１類Ａ種

200点　53.6％

１類Ｂ種

41点

11.0％

２類Ａ種

94点　25.2％

２類Ｂ種

   38点

   10.2％

大形 115点

30.8％

中形 152点

40.8％

小形 106点

28.4％
１類Ａ種

31点　44.9％

１類Ｂ種
２点　2.9％

２類Ａ種
26点　37.7％

２類Ｂ種
10点　14.5％

１類
 47.8％

２類
 52.2％

１類

64.6％

２類

35.4％

１類Ａ種

200点　53.6％

１類Ｂ種

41点

11.0％

２類Ａ種

94点　25.2％

２類Ｂ種

   38点

   10.2％

グラフ 1　十王堂免礫斧形態分類
　（完形・準完形 373 点）

グラフ 2　参考：江ノ島植物園内
礫斧形態分類（完形 69 点）
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１－Ａ ２－Ａ １－Ｂ ２－Ｂ重量（ｇ）
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11点

25点 9点 10点
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さ
て
グ
ラ
フ
3
で
は
、
大
形
～

小
形
の
数
量
比
を
示
し
た
。
中
形

が
四
〇
・
八
％
と
最
も
点
数
が
多

く
、大
形
三
〇
・
八
％
が
そ
れ
に
次

ぎ
、
小
形
は
二
八
･
四
％
と
や
や

少
な
い
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ

た
。
中
形
が
や
や
多
い
が
3
つ
の

サ
イ
ズ
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
点
以
上

の
出
土
と
な
り
、
大
局
的
に
見
て

3
サ
イ
ズ
は
ほ
ぼ
均
等
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
し
3
サ
イ
ズ
の
内
訳
を
表
1
の
分
類
別
に
見
る
と
、
分
類
毎
に
大
～
小
の
割

合
に
は
差
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

1
類
Ａ
種
で
は
大
形
五
九
対
中
形
七
八
対
小
形
六
三
と
数
量
的
に
拮
抗
す
る
が
、

2
類
Ａ
種
で
は
大
形
三
九
対
中
形
四
二
対
小
形
一
三
と
小
形
が
極
め
て
少
な
い
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。
周
縁
加
工
を
施
す
2
類
で
は
小
形
品
は
不
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
、あ

る
い
は
装
着
上
の
理
由
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
表
2
の
1
類
Ｂ
種
で
は
大
形
八
対
中
形
一
五
対
小
形
一
八
と
中
・
小
形
品

が
多
く
、
2
類
Ｂ
種
で
も
大
形
九
対
中
形
一
七
対
小
形
一
二
と
同
様
の
傾
向
を
示
し

て
お
り
、
局
部
磨
製
の
大
半
は
中
・
小
形
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

　

以
上
、
グ
ラ
フ
3
の
結
果
を
見
て
小
形
品
の
比
率
が
少
な
い
こ
と
に
や
や
驚
き
、

一
方
大
形
品
の
多
い
こ
と
に
大
き
な
驚
き
を
覚
え
た
。
筆
者
自
身
こ
れ
ま
で
の
調
査

資
料
を
扱
う
中
で
礫
斧
は
小
形
で
あ
り
、
ま
た
局
部
磨
製
が
代
表
的
で
あ
る
と
い
う

経
験
的
先
入
観
が
働
き
、
せ
っ
か
く
の
大
丸
遺
跡
の
多
く
の
実
測
図
も
数
値
化
す
る

こ
と
を
怠
っ
て
来
た
こ
と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
先
端
剝
離
が

少
な
く
自
然
礫
と
の
判
別
が
難
し
い
礫
斧
に
つ
い
て
は
、
礫
斧
に
対
す
る
経
験
的
な

知
識
を
持
っ
た
調
査
者
に
よ
り
発
掘
時
、
整
理
時
に
お
け
る
徹
底
的
な
検
出
努
力
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
礫
斧
の
重
量
は
表
3
に
示
し
た
。
図
化
し
た
一
八
二
点
の
各
分
類
に
お
け
る

大
形
～
小
形
の
平
均
重
量
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
整
理
で
特
に
超
大
形
と
分
類
し
た
も
の
は
全
資
料
中
七
点
の
み
で
あ
り
、

三
二
四
ｇ
が
一
点
あ
る
が
他
の
六
点
は
四
六
六
ｇ
一
点
と
、
1
類
Ａ
種
に
五
点
（
平

均
重
量
五
六
三
ｇ
）
で
あ
り
、
基
準
と
す
る
大
形
品
（
一
〇
〜
一
二
㎝
）
平
均
重
量

の
約
2
倍
の
重
さ
と
な
る
。
表
3
の
平
均
重
量
分
布
図
を
見
る
と
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
礫
斧
の
範
疇
に
加
え
る
か
今
後
の
課
題
と

な
る
。

　

大
形
は
各
形
態
分
類
別
に
見
て
二
二
三
・
八
ｇ
～
二
七
一
・
七
ｇ
（
二
五
〇
ｇ
前
後
）

の
安
定
し
た
平
均
重
量
分
布
を
示
し
て
い
る
。

　

中
形
も
各
形
態
分
類
別
に
見
て
一
二
七
ｇ
～
一
四
九
ｇ
（
一
三
〇
ｇ
前
後
）
の
範

囲
内
に
安
定
し
た
平
均
重
量
分
布
を
示
し
て
お
り
、
小
形
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
一
定

大形 115点

30.8％

中形 152点

40.8％

小形 106点

28.4％
１類Ａ種

31点　44.9％

１類Ｂ種
２点　2.9％

２類Ａ種
26点　37.7％

２類Ｂ種
10点　14.5％

１類
 47.8％

２類
 52.2％

１類

64.6％

２類

35.4％

１類Ａ種

200点　53.6％

１類Ｂ種

41点

11.0％

２類Ａ種

94点　25.2％

２類Ｂ種

   38点

   10.2％

グラフ 3　十王堂免礫斧大きさ別
（完形・準完形 373 点）

表3　十王堂免礫斧の分類別平均重量表（図化資料182点）
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し
た
五
六
ｇ
～
六
九
ｇ
（
六
〇
ｇ
前
後
）
の
平
均
重
量
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
礫
斧
の
大
き
さ
と
平
均
重
量
と
の
間
に
は
一
定
の
傾
向
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
・
中
・
小
の
3
つ
の
大
き
さ
区
分
が
有
効
で
あ
る
こ
と
の
証

左
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
5
）
礫
斧
の
刃
部
形
態
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
「
平
・
曲
刃
」

と
「
尖
・
細
刃
」
の
大
き
く
二
者
に
分
類
す
る
考
え
を
提
示
し
た
。
両
者
の
中
間
形

態
も
あ
り
、
分
類
に
迷
う
例
も

あ
る
が
観
察
で
き
た
三
七
〇
点

は
表
4
に
示
す
よ
う
に
、
平
・

曲
刃
が
二
二
九
点
（
六
二
％
）、

尖
・
細
刃
が
一
四
一
点
（
三
八

％
）
と
分
類
さ
れ
た
。

　

最
も
多
い
形
態
の
1
類
Ａ
種

片
刃
・
両
刃
二
〇
〇
点
で
見
る

と
平
・
曲
刃
は
一
一
四
点

（
五
七
％
）、
尖
・
細
刃
は
八
六

点
（
四
三
％
）
と
な
り
二
者
の

比
率
は
多
少
近
く
な
る
が
、

平
・
曲
刃
が
過
半
数
を
占
め
る

傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

次
に
多
い
2
類
Ａ
種
片
刃
・

Ｌ
字
・
両
刃
で
は
、
平
・
曲
刃

六
八
点
（
七
二
％
）、
尖
・
細
刃

二
六
点
（
二
八
％
）
と
な
り
、

平
・
曲
刃
の
率
が
よ
り
高
く
な

る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
2
類
Ａ
種
に
お
け
る
尖
・
細
刃
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

文
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
棒
状
礫
素
材
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
周
縁
加
工
が

施
し
に
く
い
素
材
形
態
の
選
択
を
避
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
（
6
）
刃
部
幅
に
つ
い
て
は
、
実
測
図
化
し
た
一
八
二
点
に
つ
い
て
計
測
を
行
い
、

大
形
～
小
形
の
長
さ
分
類
と
刃
部
幅
の
関
係
を
表
5
に
示
し
た
。

　

大
形
の
場
合
、
刃
部
幅
四
㎝
台
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
二
㎝
台
か
ら
五
㎝
台
ま
で

ほ
ぼ
均
等
な
点
数
を
も
っ
て
、
分
散
し
て
い
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。

　

中
形
は
刃
部
幅
三
㎝
台
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
二
㎝

台
、
四
㎝
台
に
も
分
散
し
て
い
る
。

　

小
形
は
刃
部
幅
二
㎝
台
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
四
㎝
台

に
も
分
散
し
て
集
中
す
る
。

　

全
体
的
に
見
れ
ば
大
き
さ
（
長
さ
）
の
大
小
を
問
わ

ず
、
刃
部
幅
二
㎝
台
計
四
八
点
、
三
㎝
台
計
四
二
点
、

四
㎝
台
計
五
〇
点
と
ほ
ぼ
等
量
の
分
布
が
見
ら
れ
、
刃

部
幅
二
～
四
㎝
の
合
計
一
四
〇
点
は
図
化
一
八
二
点

中
の
七
七
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に
五
㎝
台
の
二
二
点
を

加
え
る
と
合
計
一
六
二
点
と
な
り
、
刃
部
幅
二
～
五
㎝

台
が
八
九
％
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
う
え
で
大
き
さ
（
長
さ
）
に
対
す
る
各
ピ
ー
ク

は
僅
か
な
差
で
は
あ
る
が
比
例
す
る
形
で
小
形
は
二

㎝
台
―
中
形
は
三
㎝
台
―
大
形
は
四
㎝
台
と
い
う
移

動
推
移
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
十
王
堂
免
礫
斧
か
ら
は
刃
部
幅
を
数

値
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
か
ら
、
刃
部
は
幅

長さ
打製礫斧（294点）

１類Ａ種片刃・両刃（200点） ２類Ａ種片刃・Ｌ字・両刃（94点）
平・曲刃 尖・細刃 計 平・曲刃 尖・細刃 計

大形（98点） 42 17 59 29 10 39
中形（120点） 43 35 78 29 13 42
小形（76点） 29 34 63 10 3 13

合　計 114 86 200 68 26 94

長さ
局部磨製礫斧（76点）

１類Ｂ種片刃（39点） ２類Ｂ種片刃（37点）
平・曲刃 尖・細刃 計 平・曲刃 尖・細刃 計

大形（16点） 3 5 8 5 3 8
中形（32点） 9 6 15 12 5 17
小形（28点） 12 4 16 6 6 12

合　計 24 15 39 23 14 37

表 4　分類別刃部形態と長さの関係（未掲載資料を含む完形・準完形 373点中、刃部不明瞭の
３点を除いた 370点）

表 5　十王堂免礫斧の刃部幅と長さ分類表（図化資料 182点）

刃部幅 １㎝未満
（２点）

１㎝台
（12点）

２㎝台
（48点）

３㎝台
（42点）

４㎝台
（50点）

５㎝台
（22点）

６㎝台
（５点）

７㎝台
（１点）長さ

大形（64点） 0 1 12 15 18 13 4 1
中形（66点） 1 3 17 19 17 8 1 0
小形（52点） 1 8 19 8 15 1 0 0

小計 2 12 48 42 50 22 5 1



− 39 −

横浜市十王堂免遺跡の縄文時代礫斧

刃部拡大　№ 15
１－Ａ片刃（打製）

刃部拡大　№ 44
１－Ａ片刃（打製）

刃部拡大　№ 60
１－Ａ片刃（打製）

刃部拡大　№ 163
２－Ｂ片刃（磨製）

刃部拡大　№ 140
１－Ｂ片刃（磨製）

刃部拡大　№ 135
１－Ｂ片刃（磨製）

刃部拡大　№ 151
１－Ｂ両刃（磨製）

刃部拡大　№ 141
１－Ｂ片刃（磨製）

二
～
五
㎝
内
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
中
で
も
二
～
四
㎝
内
の
幅
狭
の
も
の
に
集
中
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
認
め
ら
れ
る
「
平
・
曲
刃
」、「
尖
・
細
刃
」

の
刃
部
形
態
二
者
は
、
使
用
上
の
対
象
（
土
壌
等
）
に
関
わ
る
道
具
と
し
て
の
細
か

い
使
い
分
け
に
起
因
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
文
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
刃
部
形
態

に
よ
る
使
用
対
象
の
違
い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
7
）
今
回
の
整
理
研
究
に
よ
っ
て
両
刃
の
礫
斧
は
六
二
点
出
土
し
て
お
り
、
総
数

三
七
三
点
中
一
七
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
表
1
、
表
2
に
見
る
よ
う
に
数
は
多

く
な
い
が
、
各
分
類
中
に
お
い
て
一
定
量
存
在
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
両
刃
の
あ
り
方
に
つ
い
て
分
類
項
目
か
ら
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
表
1
の
打
製
と
表
2
の
磨
製
の
大
分
類
か
ら
見
て
、
打
製
の
1
・
2
類
Ａ
種

で
は
二
九
四
点
中
、
片
刃
二
五
九
点
、
両
刃
三
五
点
で
あ
り
、
八
八
％
と
一
二
％
と

な
り
、
両
刃
の
比
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

磨
製
の
1
・
2
類
Ｂ
種
で
は
七
九
点
中
、
片
刃
五
二
点
、
両
刃
二
七
点
で
あ
り
、

六
六
％
と
三
四
％
と
な
り
磨
製
で
は
両
刃
の
比
率
が
極
め
て
高
く
な
る
こ
と
が
指
摘
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。
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か
く
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Ｂ
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九
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％
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二
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対
し
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両
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三
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割
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最
も
高
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部
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て
い
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と
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え
ら
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る
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、
相
対

的
に
片
刃
状
の
両
刃
が
多
い
こ
と
か
ら
1
類
Ａ
種
片
刃
使
用
か
ら
刃
部
裏
面
に
再
加

工
を
施
す
両
刃
へ
の
流
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が
多
か
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た
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能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。�
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第２図　１類Ａ種片刃、大形その１（１～ 10）（S ＝ 1 / 3）
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第３図　１類Ａ種片刃、大形その２（11 ～ 24）（S ＝ 1 / 3）
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第４図　１類Ａ種片刃、大形その３（25 ～ 28）・中形その１（29 ～ 37）（S ＝ 1 / 3）
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第５図　１類Ａ種片刃、中形その２（38 ～ 51）・小形その１（52 ～ 59）（S ＝ 1 / 3）
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第６図　１類Ａ種片刃、小形その２（60 ～70）、 １類Ａ種両刃、大形（71・72）・中形（73・74）・小形その 1（75 ～77）
（S ＝ 1 / 3）
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第７図　１類Ａ種両刃、小形その 2（78 ～ 80）、２類Ａ種片刃、大形その 1（81 ～ 84）（S ＝ 1 / 3）
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第８図　２類Ａ種片刃、 大形その２（85 ～ 92）・中形その 1（93 ～ 96）（S ＝ 1 / 3）
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第９図　２類Ａ種片刃、 中形その２（97 ～ 105）・小形（106 ～ 110）（S ＝ 1 / 3）
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第 10 図　２類Ａ種 Ｌ字状加工片刃、大形（111 ～ 117）・中形（118 ～ 122）（S ＝ 1 / 3）
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第 11 図　２類Ａ種Ｌ字状加工片刃、小形（123 ～ 125）、２類Ａ種両刃、大形（126・127）・
 中形（128 ～ 131）・小形（132）、１類Ｂ種片刃、大形その１（133・134）（S ＝ 1 / 3）
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第 12 図　１類Ｂ種片刃、大形その２（135 ～ 138）・中形（139 ～ 144）・小形（145 ～ 150）、
１類Ｂ種両刃、中形その１（151）（S ＝ 1 / 3）
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第 13 図　１類Ｂ種両刃、中形その２（152）・小形（153 ～ 156）、
２類Ｂ種片刃、大形（157 ～ 159）・中形（160 ～ 164）・小形その 1（165 ～ 167）（S ＝ 1 / 3）
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第 14 図　２類Ｂ種片刃、小形その２（168・169）、２類Ｂ種Ｌ字状加工片刃、大形（170）・
中形（171）、２類Ｂ種両刃、大形（172 ～ 174）・中形その 1（175 ～ 178）（S ＝ 1 / 3）
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第 15 図　２類Ｂ種両刃、中形その２（179）・小形（180 ～ 182）（S ＝ 1 / 3）

石器番号 分　　類 大きさ（cm） 刃部幅
（㎝）

重量
（ｇ） 石　材 目録番号 資料番号類 種 刃部断面 大きさ 刃部平面 長　さ 幅 厚　さ

第２図－1 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 13.0 6.9 3.2 5.4 466.5 石英斑岩 1-3-048 CX0007150
第２図－2 １類 A 片刃 大形 平・曲刃 12.5 7.4 2.8 5.3 354.0 砂岩 132-310 CX0002323
第２図－3 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 12.5 6.6 3.5 2.9 354.5 砂岩 132-313 CX0002326
第２図－4 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 11.3 4.8 4.1 3.0 312.0 砂岩 132-325 CX0002338
第２図－5 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 11.2 5.2 3.1 2.4 249.7 凝灰岩 132-253 CX0002266
第２図－6 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 12.2 6.1 2.6 5.3 256.7 砂岩 132-289 CX0002302
第２図－7 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 12.3 5.8 3.3 4.0 399.5 凝灰岩 132-326 CX0002339
第２図－8 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 12.0 4.5 3.3 3.0 296.5 凝灰岩 132-324 CX0002337
第２図－9 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 11.0 6.9 2.8 5.5 319.5 礫岩 132-252 CX0002265
第２図－10 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 11.8 6.3 2.4 3.9 263.6 砂岩 132-269 CX0002282
第３図－11 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 11.5 8.3 2.6 6.0 390.0 玄武岩 132-319 CX0002332
第３図－12 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 10.0 4.8 2.7 2.3 185.5 安山岩 1-3-032 CX0007147
第３図－13 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 10.7 3.8 2.6 1.5 142.8 凝灰岩 1-3-034 CX0007148
第３図－14 １類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 10.0 3.5 1.8 2.0 87.0 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-162 CX0002175
第３図－15 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.6 5.0 2.6 2.7 209.7 凝灰岩 132-287 CX0002300
第３図－16 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 4.7 2.4 2.5 166.7 玄武岩 132-233 CX0002246
第３図－17 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 6.3 3.3 4.7 317.0 玄武岩 132-305 CX0002318
第３図－18 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.6 5.9 3.1 5.4 314.0 閃緑岩 132-295 CX0002308
第３図－19 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.7 6.6 2.8 3.7 231.2 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-403 CX0002416
第３図－20 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 5.4 2.5 3.5 216.8 珪質頁岩 1-3-041 CX0007149
第３図－21 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 5.9 3.3 3.4 266.5 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-294 CX0002307
第３図－22 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.1 6.4 3.3 4.3 288.4 砂岩 132-265 CX0002278
第３図－23 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 5.5 2.4 3.4 196.5 閃緑岩 132-285 CX0002298
第３図－24 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.2 5.2 2.0 4.1 176.6 凝灰岩 132-303 CX0002316
第４図－25 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.0 4.6 2.0 3.9 143.4 礫岩 132-284 CX0002297
第４図－26 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.3 6 1.8 4.6 153.0 砂岩 132-251 CX0002264
第４図－27 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.5 6.5 3.0 5.5 289.2 凝灰岩 132-267 CX0002280
第４図－28 １類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.8 6.4 3.0 5.1 260.9 凝灰岩 132-258 CX0002271
第４図－29 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.7 6.4 2.9 3.4 264.8 礫岩 132-307 CX0002320
第４図－30 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.7 4.1 2.2 2.9 132.4 閃緑岩 132-204 CX0002217
第４図－31 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.0 5.0 2.7 2.5 163.0 砂岩 132-281 CX0002294
第４図－32 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.4 5.2 2.3 2.9 155.5 玄武岩 1-3-024 CX0007146
第４図－33 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.8 5.2 1.9 2.1 149.8 凝灰岩 132-283 CX0002296
第４図－34 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.2 5.5 2.1 4.2 172.8 石英斑岩 132-246 CX0002259
第４図－35 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.7 6.4 2.1 5.2 208.1 玄武岩 132-256 CX0002269
第４図－36 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.6 5.9 2.1 3.9 192.1 閃緑岩 132-272 CX0002285
第４図－37 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.1 4.3 2.8 3.4 185.4 砂岩 132-159 CX0002172
第５図－38 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.9 5.2 2.2 3.9 193.0 礫岩 132-293 CX0002306
第５図－39 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.8 5 2.7 3.3 195.0 砂岩 132-227 CX0002240
第５図－40 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.8 4.8 2.6 3.2 172.9 砂岩 132-238 CX0002251

表 6　十王堂免遺跡の礫斧観察表
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石器番号 分　　類 大きさ（cm） 刃部幅
（㎝）

重量
（ｇ） 石　材 目録番号 資料番号類 種 刃部断面 大きさ 刃部平面 長　さ 幅 厚　さ

第５図－41 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.0 5.0 2.4 3.6 159.2 砂岩 132-181 CX0002194
第５図－42 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.1 2.7 1.5 1.4 55.6 砂岩 132-133 CX0002146
第５図－43 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.4 3.6 2.0 0.8 71.6 閃緑岩 1-3-019 CX0007145
第５図－44 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.3 4.4 2.5 2.9 132.5 砂岩 132-207 CX0002220
第５図－45 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.4 4.9 1.8 2.8 115.7 玄武岩 132-171 CX0002184
第５図－46 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.5 3.8 2.4 2.7 111.5 砂岩 132-195 CX0002208
第５図－47 １類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 8.6 5.2 2.2 2.6 128.5 砂岩 132-353 CX0002366
第５図－48 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 4.2 1.5 2.4 76.3 礫岩 1-3-012 CX0007143
第５図－49 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 4.3 1.3 3.3 78.0 閃緑岩 132-185 CX0002198
第５図－50 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 4.7 1.8 4.4 106.2 砂岩 132-167 CX0002180
第５図－51 １類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.1 6.0 2.6 4.8 205.6 閃緑岩 132-224 CX0002237
第５図－52 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.8 3.7 1.7 1.6 61.4 頁岩 132-151 CX0002164
第５図－53 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.5 4.7 1.9 2.9 88.2 砂岩 1-3-008 CX0007141
第５図－54 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.6 3.5 2.1 2.1 75.0 砂岩 132-138 CX0002151
第５図－55 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.2 4.2 1.5 2.2 59.8 砂岩 132-139 CX0002152
第５図－56 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.1 4.1 1.5 1.9 50.0 珪質頁岩 132-134 CX0002147
第５図－57 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.8 3.4 1.5 2.3 62.0 閃緑岩 132-157 CX0002170
第５図－58 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.4 3.4 2.3 2.8 93.8 凝灰岩 132-198 CX0002211
第５図－59 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.4 3.5 1.3 2.9 53.0 チャート 132-214 CX0002227
第６図－60 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.1 4.6 1.3 4.4 51.5 珪質頁岩 132-146 CX0002159
第６図－61 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.0 4.8 1.5 4.3 86.5 砂岩 132-215 CX0002228
第６図－62 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.7 5.0 1.6 4.4 98.8 頁岩 132-834 CX0002847
第６図－63 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.5 4.9 1.7 4.2 87.4 閃緑岩 1-3-013 CX0007144
第６図－64 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.8 4.9 1.3 3.9 74.0 砂岩 132-184 CX0002197
第６図－65 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 5.8 2.6 0.9 0.8 17.7 砂岩 132-144 CX0002157
第６図－66 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 5.6 2.6 1.1 1.2 24.7 砂岩 132-131 CX0002144
第６図－67 １類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 6.6 3.6 2.1 2.9 61.9 砂岩 132-156 CX0002169
第６図－68 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 6.7 3.9 1.5 2.9 54.3 砂岩 132-135 CX0002148
第６図－69 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 6.3 3.4 1.6 2.9 45.9 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-343 CX0002356
第６図－70 １類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 6.5 4.7 1.4 4.0 57.8 砂岩 132-145 CX0002158
第６図－71 １類 A 両刃 大形 平 ･曲刃 10.5 5.8 2.8 4.7 243.8 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-309 CX0002322
第６図－72 １類 A 両刃 大形 平 ･曲刃 10.3 5.3 2.1 3.7 181.3 閃緑岩 1-3-106 CX0007151
第６図－73 １類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 9.2 5.3 2.5 3.7 198.9 玄武岩 132-217 CX0002230
第６図－74 １類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 9.6 4.6 1.7 3.2 118.6 礫岩 132-182 CX0002195
第６図－75 １類 A 両刃 小形 尖 ･細刃 7.7 3.8 19.2 1.7 65.0 頁岩 132-155 CX0002168
第６図－76 １類 A 両刃 小形 尖 ･細刃 7.5 4.2 1.6 1.7 70.5 玄武岩 1-3-010 CX0007142
第６図－77 １類 A 両刃 小形 平 ･曲刃 7.7 3.8 2.7 2.6 110.1 玄武岩 132-187 CX0002200
第７図－78 １類 A 両刃 小形 平 ･曲刃 7.4 4.1 1.8 3.5 85.3 砂岩 132-152 CX0002165
第７図－79 １類 A 両刃 小形 平 ･曲刃 6.0 3.6 1.5 2.6 48.8 閃緑岩 132-141 CX0002154
第７図－80 １類 A 両刃 小形 平 ･曲刃 5.8 3.8 1.6 2.7 49.3 珪質頁岩 132-149 CX0002162
第７図－81 ２類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 15.2 7.4 3.2 4.4 535.0 礫岩 132-426 CX0002439
第７図－82 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 13.3 8.7 3.6 7.3 557.0 凝灰岩 132-320 CX0002333
第７図－83 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 14.9 7.7 4.3 6.8 725.0 砂岩 132-427 CX0002440
第７図－84 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 14.7 7.6 4.4 4.5 639.5 砂岩 132-428 CX0002441
第８図－85 ２類 A 片刃 大形 平・曲刃 13.1 7.7 2.6 6.5 362.5 砂岩 132-419 CX0002432
第８図－86 ２類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 11.1 4.6 2.2 2.9 159.7 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-271 CX0002284
第８図－87 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.3 7.0 3.5 5.3 361.0 砂岩 132-422 CX0002435
第８図－88 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.8 5.6 2.5 5.0 203.2 閃緑岩 132-406 CX0002419
第８図－89 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.4 5.4 3.1 4.3 224.6 礫岩 132-404 CX0002417
第８図－90 ２類 A 片刃 大形 尖 ･細刃 10.2 4.6 2.4 4.3 162.9 チャート 132-390 CX0002403
第８図－91 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.1 5.6 2.3 5.1 183.1 砂岩 132-370 CX0002383
第８図－92 ２類 A 片刃 大形 平 ･曲刃 10.6 5.6 2.0 4.7 187.0 閃緑岩 132-656 CX0002669
第８図－93 ２類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.4 5.0 2.2 2.8 148.7 安山岩 132-363 CX0002376
第８図－94 ２類 A 片刃 中形 尖 ･細刃 9.8 4.8 1.8 2.7 109.4 凝灰岩？ 132-498 CX0002511
第８図－95 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.1 4.8 1.7 3.4 114.7 閃緑岩 132-372 CX0002385
第８図－96 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.2 5.1 2.0 3.7 147.4 閃緑岩 132-366 CX0002379
第９図－97 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.6 6.4 3.0 4.0 254.2 礫岩 132-414 CX0002427
第９図－98 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 9.9 5.5 2.2 4.6 134.0 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-176 CX0002189
第９図－99 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.7 6.2 2.7 5.3 193.5 砂岩 132-384 CX0002397
第９図－100 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 6.8 1.9 6.2 151.6 安山岩 132-402 CX0002415
第９図－101 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.3 5.0 1.8 3.9 107.4 砂岩 132-359 CX0002372
第９図－102 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 5.2 1.8 4.5 106.9 砂岩 132-368 CX0002381
第９図－103 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.2 4.6 1.7 4.1 99.2 閃緑岩 132-360 CX0002373
第９図－104 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.1 5.0 2.3 4.5 120.3 礫岩 132-351 CX0002364
第９図－105 ２類 A 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 5.4 2.3 4.7 132.7 黒色頁岩 132-357 CX0002370
第９図－106 ２類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 5.4 3.4 1.0 2.8 24.8 砂岩 132-459 CX0002472
第９図－107 ２類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.4 3.9 1.5 2.9 66.3 砂岩 132-347 CX0002360
第９図－108 ２類 A 片刃 小形 尖 ･細刃 7.5 4.7 1.5 4.2 75.7 砂岩 132-348 CX0002361
第９図－109 ２類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 7.1 4.3 1.5 4.2 70.7 凝灰岩 132-2074 CX0004085
第９図－110 ２類 A 片刃 小形 平 ･曲刃 6.9 5.1 2.0 4.9 100.4 班れい岩？ 132-350 CX0002363
第10図－111 ２類 A L字状片刃 大形 尖 ･細刃 12.6 5.3 2.3 2.9 231.0 礫岩 132-418 CX0002431
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石器番号 分　　類 大きさ（cm） 刃部幅
（㎝）

重量
（ｇ） 石　材 目録番号 資料番号類 種 刃部断面 大きさ 刃部平面 長　さ 幅 厚　さ

第10図－112 ２類 A L字状片刃 大形 尖 ･細刃 12.8 5.6 2.8 2.9 289.9 砂岩 132-415 CX0002428
第10図－113 ２類 A L字状片刃 大形 平 ･曲刃 11.8 6.9 2.5 5.1 257.9 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-420 CX0002433
第10図－114 ２類 A L字状片刃 大形 平 ･曲刃 10.7 5.5 2.7 4.5 221.4 砂岩 132-409 CX0002422
第10図－115 ２類 A L字状片刃 大形 平 ･曲刃 10.9 7.3 3.0 4.6 304.0 閃緑岩 132-423 CX0002436
第10図－116 ２類 A L字状片刃 大形 尖 ･細刃 10.3 4.5 2.9 2.8 178.9 砂岩 132-386 CX0002399
第10図－117 ２類 A L字状片刃 大形 平 ･曲刃 10.5 6.5 1.9 5.1 193.6 黒色頁岩 132-411 CX0002424
第10図－118 ２類 A L字状片刃 中形 尖 ･細刃 9.5 4.5 2.4 2.8 155.3 砂岩 132-371 CX0002384
第10図－119 ２類 A L字状片刃 中形 尖 ･細刃 9.0 5.2 1.9 3.0 142.6 砂岩 132-387 CX0002400
第10図－120 ２類 A L字状片刃 中形 平 ･曲刃 9.3 6.1 2.7 5.2 214.4 玄武岩 132-405 CX0002418
第10図－121 ２類 A L字状片刃 中形 平 ･曲刃 9.2 5.1 2.3 4.5 154.6 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-394 CX0002407
第10図－122 ２類 A L字状片刃 中形 平 ･曲刃 8.2 6.2 2.3 5.9 134.0 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-399 CX0002412
第11図－123 ２類 A L字状片刃 小形 尖 ･細刃 7.1 3.9 1.4 3.0 54.9 閃緑岩 132-339 CX0002352
第11図－124 ２類 A L字状片刃 小形 尖 ･細刃 6.6 3.9 1.7 2.7 64.5 閃緑岩 132-337 CX0002350
第11図－125 ２類 A L字状片刃 小形 尖 ･細刃 5.8 3.8 1.0 3.3 37.5 玄武岩 132-341 CX0002354
第11図－126 ２類 A 両刃 大形 平 ･曲刃 10.1 6.2 2.1 5.2 198.3 玄武岩 132-412 CX0002425
第11図－127 ２類 A 両刃 大形 平 ･曲刃 10.3 4.9 2.4 3.5 174.4 砂岩 132-393 CX0002406
第11図－128 ２類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 9.5 4.7 2.5 3.5 152.3 砂岩 132-395 CX0002408
第11図－129 ２類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 9.4 4.5 2.6 4.2 170.0 砂岩 132-358 CX0002371
第11図－130 ２類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 8.2 5.7 1.8 5.4 114.6 砂岩 132-367 CX0002380
第11図－131 ２類 A 両刃 中形 平 ･曲刃 8.7 5.3 2.6 4.5 161.7 砂岩 132-377 CX0002390
第11図－132 ２類 A 両刃 小形 平 ･曲刃 7.0 4.7 1.6 4.4 71.6 閃緑岩 132-352 CX0002365
第11図－133 １類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 10.1 3.8 2.4 3.0 120.6 礫岩 132-847 CX0002860
第11図－134 １類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 10.4 5.8 3.5 3.3 297.7 砂岩 132-873 CX0002886
第12図－135 １類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 11.9 5.5 3.4 3.0 306.5 砂岩 132-864 CX0002877
第12図－136 １類 Ｂ 片刃 大形 平 ･曲刃 11.2 6.7 3.2 4.1 335.0 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-874 CX0002887
第12図－137 １類 Ｂ 片刃 大形 平 ･曲刃 10.1 4.6 3.0 4.2 241.8 玄武岩 132-862 CX0002875
第12図－138 １類 Ｂ 片刃 大形 平 ･曲刃 10.5 5.2 3.1 3.8 230.4 凝灰岩 132-863 CX0002876
第12図－139 １類 Ｂ 片刃 中形 尖 ･細刃 9.1 3.2 2.1 1.6 82.1 砂岩 132-843 CX0002856
第12図－140 １類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 9.6 6.6 2.2 5.0 244.5 凝灰岩 132-266 CX0002279
第12図－141 １類 Ｂ 片刃 中形 尖 ･細刃 9.0 4.3 1.8 3.2 107.6 砂岩 132-845 CX0002858
第12図－142 １類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 8.0 4.7 2.0 4.0 111.0 頁岩 1-3-453 CX0007152
第12図－143 １類 Ｂ 片刃 中形 尖 ･細刃 8.0 3.1 1.8 2.7 59.7 凝灰岩 132-340 CX0002353
第12図－144 １類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 8.2 5.1 1.9 2.5 118.3 閃緑岩 132-857 CX0002870
第12図－145 １類 Ｂ 片刃 小形 尖 ･細刃 7.8 3.7 1.5 2.6 63.4 砂岩 132-841 CX0002854
第12図－146 １類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 7.8 5.9 1.9 5.8 140.4 凝灰岩 132-855 CX0002868
第12図－147 １類 Ｂ 片刃 小形 尖 ･細刃 6.4 2.9 1.7 2.4 41.4 砂岩 132-835 CX0002848
第12図－148 １類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 6.7 3.5 1.5 3.4 38.4 砂岩 132-822 CX0002835
第12図－149 １類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 6.2 4.0 1.5 3.7 64.0 砂岩 132-827 CX0002840
第12図－150 １類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 5.2 4.4 1.3 4.2 53.3 砂岩 132-817 CX0002830
第12図－151 １類 Ｂ 両刃 中形 尖 ･細刃 9.3 4.7 3.5 2.0 196.5 砂岩 132-861 CX0002874
第13図－152 １類 Ｂ 両刃 中形 平 ･曲刃 8.2 4.6 1.7 4.2 102.4 凝灰岩 132-830 CX0002843
第13図－153 １類 Ｂ 両刃 小形 尖 ･細刃 6.3 2.9 1.8 1.7 41.8 砂岩 132-836 CX0002849
第13図－154 １類 Ｂ 両刃 小形 平 ･曲刃 6.0 3.9 1.7 2.9 61.8 砂岩 132-818 CX0002831
第13図－155 １類 Ｂ 両刃 小形 平 ･曲刃 6.3 4.5 1.7 4.1 75.2 礫岩 132-825 CX0002838
第13図－156 １類 Ｂ 両刃 小形 平 ･曲刃 6.6 5.5 1.9 4.7 114.1 砂岩 132-829 CX0002842
第13図－157 ２類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 13.1 5.5 3.5 2.7 324.0 砂岩 132-859 CX0002872
第13図－158 ２類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 10.2 4.0 2.7 2.1 137.9 砂岩 132-373 CX0002386
第13図－159 ２類 Ｂ 片刃 大形 尖 ･細刃 10.0 5.6 3.3 4.2 228.5 砂岩 132-871 CX0002884
第13図－160 ２類 Ｂ 片刃 中形 尖 ･細刃 9.0 4.0 1.9 2.4 103.7 砂岩 132-832 CX0002845
第13図－161 ２類 Ｂ 片刃 中形 尖 ･細刃 9.0 5.7 2.8 2.5 190.1 閃緑岩 132-867 CX0002880
第13図－162 ２類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 9.8 4.9 2.1 3.5 153.2 礫岩 132-376 CX0002389
第13図－163 ２類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 8.3 5.5 1.2 4.4 89.4 砂岩 132-856 CX0002869
第13図－164 ２類 Ｂ 片刃 中形 平 ･曲刃 8.9 5.0 2.0 4.6 140.2 砂岩 132-391 CX0002404
第13図－165 ２類 Ｂ 片刃 小形 尖 ･細刃 7.7 3.9 1.7 1.8 68.8 砂岩 132-840 CX0002853
第13図－166 ２類 Ｂ 片刃 小形 尖 ･細刃 7.9 3.1 1.4 2.3 50.9 頁岩 132-838 CX0002851
第13図－167 ２類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 6.0 3.8 1.5 3.2 48.2 玄武岩 132-824 CX0002837
第14図－168 ２類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 6.2 4.4 1.7 4.4 65.0 安山岩 132-826 CX0002839
第14図－169 ２類 Ｂ 片刃 小形 平 ･曲刃 5.6 3.6 1.5 3.2 41.8 凝灰岩 132-819 CX0002832
第14図－170 ２類 Ｂ L字状片刃 大形 尖 ･細刃 10.1 5.3 2.6 4.5 197.2 安山岩 132-398 CX0002411
第14図－171 ２類 Ｂ L字状片刃 中形 平 ･曲刃 9.4 5.4 2.0 5.2 142.1 閃緑岩 132-397 CX0002410
第14図－172 ２類 Ｂ 両刃 大形 平 ･曲刃 11.4 6.9 3.7 6.0 503.5 凝灰岩 132-875 CX0002888
第14図－173 ２類 Ｂ 両刃 大形 平 ･曲刃 11.4 5.9 2.6 3.4 295.5 凝灰岩 132-872 CX0002885
第14図－174 ２類 Ｂ 両刃 大形 平 ･曲刃 10.0 6.0 2.8 4.8 267.4 礫岩 132-868 CX0002881
第14図－175 ２類 Ｂ 両刃 中形 尖 ･細刃 8.1 3.2 2.1 1.5 65.7 砂岩 132-844 CX0002857
第14図－176 ２類 Ｂ 両刃 中形 平 ･曲刃 9.0 4.3 2.0 4.1 100.4 砂岩 132-850 CX0002863
第14図－177 ２類 Ｂ 両刃 中形 平 ･曲刃 9.6 4.2 2.0 3.2 133.2 砂岩 132-851 CX0002864
第14図－178 ２類 Ｂ 両刃 中形 平 ･曲刃 9.7 4.2 2.7 3.4 177.6 砂岩 132-852 CX0002865
第15図－179 ２類 Ｂ 両刃 中形 平 ･曲刃 8.7 6.0 3.0 5.2 201.7 砂岩 132-860 CX0002873
第15図－180 ２類 Ｂ 両刃 小形 尖 ･細刃 6.0 2.7 1.0 1.9 17.3 ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 132-815 CX0002828
第15図－181 ２類 Ｂ 両刃 小形 平 ･曲刃 7.2 4.4 2.1 4.3 99.9 凝灰岩 132-831 CX0002844
第15図－182 ２類 Ｂ 両刃 小形 平 ･曲刃 5.3 4.3 1.6 4.0 60.8 石英斑岩 132-820 CX0002833

（観察表作成　中山）
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註（
1
）
芹
沢
は
本
遺
跡
を
「
赤
穂
原
遺
跡
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
十
王
堂
免
遺
跡
と
赤
穂
原
遺
跡
の
位

置
関
係
に
つ
い
て
は
千
葉
（
二
〇
一
六
）
で
整
理
し
、芹
沢
に
よ
る
発
掘
調
査
地
点
が
林
の
採

集
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
日
で
は
芹
沢
に
よ
る
「
赤
穂
原
遺
跡
」
と
の
呼
称

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
林
に
な
ら
い
十
王
堂
免
遺
跡
と
し
て
お
く
。
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具
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介
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史
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そ
れ
ぞ
れ
の
五
〇
年　

学
芸
部　

原
始
・
古
代
―
考
古
」『
神
奈
川
県
立

博
物
館
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

戸
田
哲
也
・
中
山　

豊
・
齊
藤
武
士　

二
〇
一
二
「
江
ノ
島
植
物
園
内
遺
跡
第
１
次
調
査
」『
神
奈

川
県
藤
沢
市　

藤
沢
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
集
』
藤
沢
市
教
育
委
員
会

戸
田
哲
也
・
中
山　

豊　

二
〇
一
九
「
藤
沢
市
江
ノ
島
植
物
園
内
遺
跡
の
礫
斧
」『
神
奈
川
を
掘
る

Ⅲ
』
玉
川
文
化
財
研
究
所

林　

國
治　

一
九
七
七
『
昭
和
五
十
二
年
記　

横
浜
の
遺
跡
名
表
と
石
鏃
採
集
数
控
え
』（
私
家
本
）

横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵　

請
求
番
号
：
林
資
料
十
二

林　

國
治　

一
九
七
九
『
昭
和
五
十
四
年
記　

私
の
考
古
学
付
記
』（
私
家
本
）
横
浜
開
港
資
料
館

所
蔵　

請
求
番
号
：
林
資
料
十
八

原
田
昌
幸　

一
九
八
八
「
木
工
具
と
し
て
の
撚
糸
文
期
の
〈
礫
斧
〉
に
つ
い
て
」『
竹
篦
』
第
五
号
、

北
総
た
け
べ
ら
の
会

宮
崎
朝
雄　

一
九
八
一
「
撚
糸
文
文
化
の
石
器
に
つ
い
て
」『
奈
和
』
第
十
九
号
、
奈
和
同
人
会
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『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

　
人
文
科
学
』
編
集
等
に
関
す
る
規
程

一
　
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

　

人
文
科
学
』
（
以
下
、
『
研
究
報
告
』
）
を
、
毎
年
次
に
一
号
発
行

す
る
。

二
　
考
古
・
歴
史
・
美
術
・
民
俗
な
ど
の
専
門
的
研
究
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
『
研
究
報
告
』
は
発
行
す
る
。

三
　
『
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
当
館
研
究
活
動
推
進
会
議

内
に
編
集
委
員
会
を
設
け
る
。
編
集
委
員
は
、
学
芸
部
長
及
び
学
芸

員
若
干
名
で
構
成
す
る
。

四
　
編
集
委
員
会
は
『
研
究
報
告
』
の
編
集
作
業
を
行
い
、
研
究
活
動
推

進
会
議
か
ら
館
長
に
報
告
す
る
。

五
　
執
筆
す
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
当
館
学
芸
員
並
び
に
編
集
委
員
会

が
認
め
た
者
と
す
る
。

六
　
掲
載
す
る
原
稿
の
種
類
は
、
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介

と
す
る
。

七
　
研
究
論
文
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
査
読
を
行
う
。

八
　
査
読
は
、
外
部
の
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
を
含
む
二
名
以
上
の

査
読
委
員
を
も
っ
て
行
う
。

九
　
査
読
委
員
は
、
編
集
委
員
会
が
適
任
と
判
断
す
る
者
を
人
選
し
、
館

長
が
委
嘱
す
る
。

十
　
『
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
別
途
、
査
読
や
執
筆
に
係

る
内
規
を
館
長
が
定
め
る
。



BULLETIN  OF  THE  KANAGAWA  PREFECTURAL  MUSEUM

Cultural Sciences

No.47
Contents

KANAGAWA  PREFECTURAL  MUSEUM
OF  CULTURAL  HISTORY

Naka-ku  Yokohama, Japan

2020

ISSN  0910-9730

Article
WATANABE, Hiroki:  
　Music in the Early Kamakura Shogunate and Kyoto Society  
　−A Type of Music Appreciation by“Inviting Musicians”and its Foundation  −… ………………………………

Material
TODA, Tetsuya, NAKAYAMA, Yutaka and CHIBA, Tsuyoshi:
　Jomon Stone Tools“Reki-fu（Stone Axe）”from Juodomen Site
　− the HAYASHI, Kuniharu Collection −……………………………………………………………………………

KAKEHASHI, Hiroto:  
　The Letter from HOJO Ujinori on 23rd Sep. ……………………………………………………………………

KOMIYA, Masaaki:
　On Unintroduced Historical Materials of the Areas, Kanaijima-mura Village, Minasegawa-mura Village 
　and Nakazato-mura Village, Damaged by the Mt. Fuji Hoei Eruption …………………………………………………

NEMOTO, Sachiko and KOMIYA, Masaaki:
　The Dairy of Matudaira Mikinosuke During Stay in Edo 
　−From Intercalary May 9, Keiō 1（1865）to August 11−… ……………………………………………………

（ 1 ）

（23）

（57）

（65）

（77）




